
伊豆の国の夏を楽しむ！
成人式実行委員大募集！
広瀬公園水泳プール　OPEN！
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小野市長所信表明
消防操法大会で第 7分団が優勝！
「韮山反射炉の日」イベントのお知らせ

市公式
Facebook
「伊豆国物語」
情報発信中！

5月24日（水）～ 26日（金）
大仁中 2年生の職場体験（FMいずのくに）
※他事業所での様子は「まちのわだい（28ページ）」で

平
成
29
年
7
月
号（
№
186）

広
報

問 市役所文化振興課
☎ 055-949-8600

チケットは
7月8日（土）
　発売！！

チケットは
7月8日（土）
発売！！

宝くじまちの音楽会

　平成 25年～ 27年の各 8月生ま
れ（２～４歳まで）のお子さんを募
集します。電話は 7月 7日（金）、
メールは 7月 9日（日）までに申
し込みください。詳
しくは市ホームペー
ジ（携帯版）をご覧く
ださい。

問市役所市長公室
☎055-948-1431

8 月号出場者募集

市ホームページ
ＱＲコード

みんなにニコニコ愛
あいきょう

嬌ふりまく、

何よりママが大好きな甘えんぼ。

トレードマークは笑顔だよ。

梅
うめ

原
はら

　湊
み な と

音 くん（南條）
（平成 25 年 7月 5日生）

電車や虫集めが大好きな湊汰。

元気いっぱいの笑顔をありがとう。

いつも応援しているよ。

本
ほん

部
ぶ

　湊
そう

汰
た

 くん（原木）
（平成 25 年 7月 23 日生）

酒
さか

井
い

　夏
なつ

輝
き

 くん（田京）
（平成 25 年 7月 14 日生）

元気一杯で過ごしてくれて嬉しい

です。これからもいろんな事に挑

戦して一緒に成長していこうね。

折り紙のプロ、なっちゃん。夢中

でウサギやペンギンを作る姿が

カッコイイよ。4 歳おめでとう！

齋
さい

藤
とう

　なつめ ちゃん（寺家）
（平成 25 年 7月 23 日生）

しっかり者で毎日元気いっぱい！

いつもあんじゅの笑顔に癒やされ

てるよ。4 歳おめでとう！

村
むら

岡
おか

　杏
あん

珠
じゅ

 ちゃん（立花台）
（平成 25 年 7月 18 日生）

いつも元気な嵐志くん。やんちゃ

すぎるところはあるけれどその明

るさでみんなを楽しませてね！

外
と

川
がわ

　嵐
あら

志
し

 くん（守木）
（平成 26 年 7月 8日生）

梅
うめ

原
ばら

　丈
たけ

瑠
る

 くん（多田）
（平成 25 年 7月 7日生）

たけるのきらっきらの笑顔が家族

みんな大好きだよ。これからも兄

弟仲良く、すくすく育ってね！
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小
野
市
長
所
信
表
明

平
成
29
年
６
月
９
日

　

平
成
29
年
４
月
16
日
に
執
行
さ

れ
た
伊
豆
の
国
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
よ
り
、

１
期
目
の
信
任
と
２
期
目
の
付
託

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
２
期
目

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
所
信
の
一

端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
議
員
各
位
を
始
め
、
市
民
の

皆
様
に
、
深
く
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
た
と
き

は
、
ま
だ
合
併
の
余
韻
が
散
見
さ

れ
、
１
つ
の
市
で
あ
る
と
い
う
一

体
感
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
３
町
合
併
の
前
に
抱
き
描
い

た
理
想
は
、
市
が
抱
え
て
い
る
問

題
、課
題
と
い
う
現
実
を
見
る
と
、

ど
う
し
て
も
乖か

い
り離

が
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り
ま

し
た
。

　

市
制
10
周
年
を
経
て
、
過
去
の

余
韻
に
区
切
り
を
つ
け
、
現
実
を

踏
ま
え
て
問
題
や
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
、
３
町
の
合
体
で
は
な

く
、
本
当
の
意
味
で
の
１
つ
の
市

と
い
う
視
点
に
切
り
替
え
、
市
の

行
財
政
運
営
の
基
盤
を
つ
く
る
こ

と
が
、
私
の
１
期
目
の
使
命
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

１
期
目
の
在
任
期
間
に
お
い

て
、
１
０
０
回
を
超
え
る
「
市
政

懇
談
会
」
や
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

の
皆
様
を
始
め
と
す
る
多
く
の

方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
会
話
を
重
ね

る
中
で
、
垣
根
を
越
え
た
一
体
感

の
醸
成
と
、
職
員
の
仕
事
に
取
り

組
む
姿
勢
の
変
化
と
と
も
に
、
市

の
変
革
を
肌
で
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

　

４
月
16
日
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
を
賜
り
、
引
き
続
き
市
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
伊
豆
の
国
市
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
、
気
を
引
き
締

め
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
第
２
次
伊
豆
の
国

市
総
合
計
画
に
よ
る
市
政
運
営
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
総
合

計
画
は
、
市
の
最
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
第
２
次
総
合
計
画
は
、
第
１
次

総
合
計
画
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
、
本
市
の
特
性
や
時
代
の
潮
流

を
捉
え
、
市
民
の
意
向
を
反
映

し
て
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
で
目
指
す
将
来

像
「
ほ
ん
わ
り
湯
の
国
、美う

ま

し
国
、

歴
史
文
化
薫
る
国
、
未
来
を
拓ひ

ら

く

伊
豆
の
国
」
の
実
現
に
向
け
、
市

政
運
営
の
７
つ
の
基
本
方
針
を
定

め
て
お
り
ま
す
。「
伊
豆
の
国
市

の
未
来
を
拓
く
」
と
い
う
、
私
の

熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
第

２
次
総
合
計
画
を
策
定
し
た
市
長

と
し
て
、
そ
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

を
図
る
こ
と

が
私
の
２
期
目
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
、こ
の
７
つ
の
基
本
方
針
を
、

私
の
２
期
目
の
命
題
と
し
て
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
波
は
、
本
市
に

も
確
実
に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
３
町
合
併
の
特
例

措
置
の
終
了
に
よ
る
財
源
不
足
と

い
う
現
実
は
、
伊
豆
の
国
市
に

と
っ
て
大
き
な
転
換
期
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、「
い
の
ち
守
り
た
い　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら　

お
と
し
よ
り
ま

で
」
と
い
う
私
の
揺
る
ぎ
な
い
思

い
を
胸
に
、
こ
の
総
合
計
画
と
と

も
に
、
私
の
２
期
目
の
任
期
を
全

う
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

伊
豆
の
国
市
に
し
ご
と
を

つ
く
る

　

ま
ず
１
つ
目
は
、「
農
業
・
産

業
の
振
興
と
雇
用
の
促
進
」
に
関

す
る
命
題
で
あ
る
「
伊
豆
の
国
市

に
し
ご
と
を
つ
く
る
」
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
命
題
で
は
「
農
業
、
観

光
産
業
、
医
療
・
福
祉
産
業
、
こ

れ
ら
３
つ
を
核
と
し
て
、
産
業
全

体
の
活
性
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
が
期
待
す
る
就
業
機
会

の
確
保
」
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
命
題
を
推
進
す
る
施
策
と
し

て
「
地
域
を
支
え
る
人
材
の
就
労

支
援
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
元

の
雇
用
ニ
ー
ズ
と
若
い
世
代
や
女

性
、
高
齢
者
な
ど
の
就
業
希
望
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
働
き
手

の
確
保
と
経
済
基
盤
の
安
定
を
図

る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者
の
継

続
的
な
受
入
れ
態
勢
の
支
援
や
後

継
者
育
成
、
観
光
や
介
護
を
支
え

る
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
を
推

進
し
、
市
内
産
業
全
体
の
雇
用
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
特
産
品
の
競
争

力
の
強
化
」に
も
取
り
組
み
ま
す
。

優
良
農
地
を
保
全
す
る
と
と
も

に
、
先
端
技
術
を
使
い
、
農
産
物

を
高
品
質
で
安
定
的
に
生
産
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。
農

商
工
の
連
携
を
支
援
し
、
よ
り
市

場
競
争
力
の
高
い
商
品
開
発
や
６

次
産
業
化
、
地
産
地
消
の
推
進
を

行
い
、
市
内
外
の
販
路
開
拓
へ
の

支
援
と
と
も
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
地
域
産
業
の
活
性

化
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
」
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
交
通
ア
ク
セ
ス

に
優
れ
、
津
波
被
害
の
心
配
は
な

い
と
い
う
優
位
性
を
生
か
し
、
県

機
関
の
誘
致
や
移
転
支
援
な
ど
に

よ
る
伊
豆
半
島
の
核
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
市
内
企

業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
後
押
し
す

る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
な
ど
に

よ
り
新
た
な
雇
用
を
創
出
し
、
経

営
基
盤
強
化
の
事
業
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
意
欲
の
あ

る
市
民
や
事
業
者
に
対
す
る
起

業
・
創
業
や
事
業
拡
大
に
向
け
た

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
保
健
福

祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て
相
談
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
関
係
機
関
の
連
携

を
一
層
強
化
し
、
長
期
的
で
継
続

し
た
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

や
、
子
育
て
を
市
民
同
士
で
支
え

合
う
体
制
の
充
実
や
親
育
て
の
環

境
構
築
を
図
り
ま
す
。
核
家
族
化

が
進
む
中
、
結
婚
、
子
育
て
と
し

ご
と
の
両
立
の
た
め
の
支
援
策
の

充
実
や
、
待
機
児
童
問
題
へ
の
取

り
組
み
強
化
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
持
て
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
健
康
長
寿
を
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
地
域
が
主
体
と

な
っ
た
、
誰
も
が
気
軽
に
安
心
し

て
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
の
創
出

や
、
高
齢
者
が
集
う
サ
ロ
ン
活
動

な
ど
を
支
援
し
、
健
康
長
寿
社
会

の
実
現
を
図
り
ま
す
。
介
護
の
担

い
手
の
育
成
や
、
個
々
の
高
齢
者

に
合
っ
た
無
駄
の
な
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
す
る
こ
と
な
ど
、
市
民

が
自
ら
の
意
思
で
健
康
増
進
や
介

護
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
り
ま
す
。

子
育
て
も
人
生
も
楽
し
い

伊
豆
の
国
市

　

２
つ
目
は
、「
医
療
・
総
合
福

祉
施
策
」
に
関
す
る
命
題
で
あ
る

「
子
育
て
も
人
生
も
楽
し
い
伊
豆

の
国
市
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
命

題
で
は
「
若
い
世
代
の
子
育
て
と

し
ご
と
の
両
立
を
支
援
し
、
出
生

率
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

人
口
減
少
の
進
行
と
高
齢
化
の
進

展
を
踏
ま
え
、
地
域
全
体
の
連
携

と
協
力
の
な
か
で
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
を
は
じ
め
、
誰
も
が
自
立

し
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
命
題
を
推
進
す
る
施
策
と
し

て
、「
結
婚
・
出
産
の
支
援
」
に

取
り
組
み
ま
す
。
出
会
い
や
結
婚

を
後
押
し
す
る
機
会
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
へ
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
育
て
環
境
の
充
実
」

安
全
で
安
心
な
伊
豆
の
国

市
の
ま
ち
づ
く
り

　

３
つ
目
は
、「
地
域
の
ひ
と
び

と
の
安
全
安
心
の
取
り
組
み
」
に

関
す
る
命
題
で
あ
る
「
安
全
で
安

心
な
伊
豆
の
国
市
の
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
命
題
で

は「
災
害
発
生
を
見
越
し
た
防
災
・

減
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、長
期
的
な
視
点
の
も
と
、

社
会
基
盤
の
適
切
な
維
持
管
理
や

時
代
に
即
し
た
更
新
・
新
設
に
よ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

小野市長
所信表明

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
の
新
７
つ
の
命

題
、
そ
し
て
、
第
２
次
総
合
計
画

の
７
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

２
期
目
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
、
空
き

家
の
活
用
や
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
に
よ
り
市
街
地
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
の

実
現
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

や
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い

も
の
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・
啓
発

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
子
ど
も
、

大
人
、
高
齢
者
の
方
ま
で
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
の
充
実
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
虐
待
防
止
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

　4月 24 日から小野市政の 2期目がスタートし
ました。それにあたって、市議会 6月定例会の初
日に小野市長が所信表明を述べました。

問 市役所市長公室
☎ 055-948-1431
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４
つ
目
は
、「
転
入
超
過
促
進
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
」に
関
す
る
命
題
で
あ
る「
伊

豆
の
国
市
に
新
し
い
ひ
と
の
流
れ

を
つ
く
る
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

命
題
で
は
「
本
市
の
持
続
的
な
発

展
を
維
持
す
る
た
め
、
今
後
も
転

入
超
過
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
移

住
の
促
進
や
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
定
住
人
口
の
拡
大
を

目
指
す
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
韮
山
反
射
炉
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
的
遺
産
や
豊
か
な

自
然
環
境
、
美
し
い
景
観
な
ど
の

多
く
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
推
進

体
制
の
強
化
を
図
り
、
外
国
人
旅

行
客
を
含
め
た
観
光
交
流
人
口
の

拡
大
」
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
命

題
を
推
進
す
る
施
策
と
し
て
、「
移

住
・
定
住
の
促
進
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
展
開
に
よ
っ
て
市
内
に
眠
る
数

多
く
の
歴
史
、
文
化
、
偉
人
な
ど

を
世
に
出
し
、
伊
豆
の
国
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
知

名
度
を
高
め
、
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
若
年
世

帯
の
定
住
や
住
宅
取
得
へ
の
支
援

や
移
住
後
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
市

内
に
５
つ
の
鉄
道
駅
を
有
す
る
と

い
う
優
位
性
を
生
か
し
、
駅
利
用

の
環
境
を
整
え
、
新
幹
線
通
勤
者

な
ど
へ
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
観
光
推
進
体
制
の
強

化
と
交
流
人
口
の
拡
大
」
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
伊
豆
の
国
市
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
構
築
に
よ
り
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
新
し
い
観
光
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
観
光
資

源
の
周
遊
性
を
高
め
、
韮
山
反
射

炉
の
世
界
遺
産
登
録
効
果
に
よ
る

集
客
を
市
内
全
域
に
波
及
さ
せ
ま

す
。
さ
ら
に
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
開
催
に
合
わ
せ
て
、
市

内
の
温
泉
や
宿
泊
施
設
、
充
実
し

た
医
療
環
境
な
ど
の
資
源
を
生
か

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
し
、
地

域
に
生
み
出
さ
れ
る
持
続
的
な
効

果
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。
伊

豆
半
島
全
体
で
の
連
携
も
推
進

し
、
多
彩
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
情
報
発
信
力
の
強

化
と
お
も
て
な
し
の
充
実
」
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
情
報
手
段
の
多

豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
る

伊
豆
の
国
市

　

５
つ
目
は
、「
自
然
と
生
活
環

境
を
守
り
、
育
て
る
」
に
関
す
る

命
題
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
に
抱

か
れ
る
伊
豆
の
国
市
」
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
命
題
で
は
「
豊
か
で
美

し
い
自
然
や
お
い
し
い
水
が
あ
る

環
境
、
美
肌
の
湯
は
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
最
も
大
切
な
基
盤
で

あ
り
、
市
民
の
誇
り
で
も
あ
り
ま

す
。
市
と
市
民
や
民
間
が
相
互
に

連
携
し
、
環
境
意
識
を
向
上
さ

せ
、
こ
れ
ら
環
境
の
次
代
へ
の
継

承
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
や

民
間
と
と
も
に
環
境
負
荷
の
少
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
こ

と
に
よ
る
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る

生
活
環
境
の
創
造
」
を
目
指
し
ま

歴
史
に
学
び
、
未
来
を
拓
く

伊
豆
の
国
市

　

６
つ
目
は
、「
教
育
・
科
学
・

芸
術
・
文
化
の
推
進
」
に
関
す
る

命
題
で
あ
る
「
歴
史
に
学
び
、
未

来
を
拓
く
伊
豆
の
国
市
」
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
命
題
で
は
「
歴
史
に

学
び
、
未
来
を
拓
く
ま
ち
を
目
指

す
と
と
も
に
、
都
市
交
流
の
推
進

に
よ
り
、
文
化
・
芸
術
活
動
が
身

近
に
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
と
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
が
必
要
な
能
力

を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
環
境

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の

命
題
を
推
進
す
る
施
策
と
し
て
、

「
歴
史
・
文
化
・
芸
術
を
生
か
し

た
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
歴
史

に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
や
多
様
な
分

野
の
都
市
交
流
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
文
化
・
芸
術
が
身
近
に

実
感
で
き
る
暮
ら
し
を
実
現
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
次
代
を
拓
く
教
育
と

研
究
の
推
進
」
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
子
ど
も
が
自
ら
学
ぶ
力
、
他

人
を
思
い
や
る
心
、
自
己
啓
発
力

を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
く
環
境
づ
く
り
の
推
進
や
、

青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
地
域
活

動
、
防
災
教
育
、
家
庭
教
育
な
ど

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土

み
ん
な
で
創
る
伊
豆
の
国
市

　

７
つ
目
は
、「
行
政
と
市
民
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
関
す
る

命
題
で
あ
る
「
み
ん
な
で
創つ

く

る
伊

豆
の
国
市
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

命
題
で
は
「
市
と
市
民
や
民
間
が

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
深
め
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、
そ
し
て

心
温
ま
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
市
民
の
生
命
と
生
活

を
支
え
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
英

知
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
気
概

と
全
職
員
の
努
力
に
よ
る
効
率
的

結
び
に

　

以
上
、
私
の
新
７
つ
の
命
題
、

そ
し
て
、
第
２
次
総
合
計
画
の
７

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
私
の

２
期
目
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
議
員
の
皆

様
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
や
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
や
企
業
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

伊
豆
の
国
市
で
は
、
市
民
と
行

政
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
持
て
る

力
を
結
集
し
て
積
極
的
に
連
携
す

る
と
い
う
活
動
が
、
数
多
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
３
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
の
効
果
の
表
れ
で
あ

り
、こ
れ
か
ら
も
「
市
民
と
共
に
、

こ
の
伊
豆
の
国
市
を
発
展
さ
せ
て

い
く
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
伊
豆
の
国
市
が
大
好
き

で
す
。
大
好
き
な
伊
豆
の
国
市
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
に
当
た
り
、

次
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

伊
豆
の
国
市
は
歴
史
の
ま
ち
で

す
。
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち
、
歴

史
上
の
人
物
が
往
来
し
た
ま
ち
、

あ
の
運
慶
の
力
強
い
仏
さ
ま
、
国

宝
５
体
の
お
わ
す
ま
ち
で
す
。
そ

れ
に
大
い
な
る
誇
り
を
持
ち
、
常

に
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を
ひ
も
と
く
姿

勢
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

多
く
の
先
人
た
ち
の
、
時
代
を

前
に
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
意
気

込
み
が
、
今
の
伊
豆
の
国
市
の
す

べ
て
の
基
盤
を
成
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
現
代
に
あ
っ

て
、
今
な
お
新
鮮
な
ま
ち
と
し
て

息
吹
、
品
格
あ
る
ま
ち
を
形
成
し

つ
つ
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
認
識
し
、
先
人
た
ち
に

深
く
感
謝
を
捧
げ
つ
つ
、
ま
ち
づ

く
り
に
い
そ
し
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
、
一

か
ら
の
行あ
ん
ぎ
ゃ脚

を
要
求
さ
れ
る
も
の

と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
２
期
目
の
４
年

間
、
私
が
持
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
を

伊
豆
の
国
市
の
た
め
に
全
て
注
ぎ

込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
、
議
員
の
皆
様
、

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
私
の
２

期
目
に
あ
た
っ
て
の
、
ご
あ
い
さ

つ
と
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
に
新
し
い
ひ

と
の
流
れ
を
つ
く
る

り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
命
題
を
推
進
す
る

施
策
と
し
て
、「
災
害
発
生
を
見

越
し
た
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
市

民
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
消

防
・
防
災
体
制
の
強
化
や
、
交
通

安
全
活
動
お
よ
び
防
犯
活
動
の
充

実
、
発
災
時
の
対
応
準
備
を
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
推
進
し
、
災

害
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
社
会
基

盤
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
時
代
に
即

し
た
更
新
、
新
設
を
行
い
、
持
続

可
能
な
都
市
の
形
成
を
推
進
し
ま

す
。公
共
施
設
の
更
新
や
統
廃
合
、

長
寿
命
化
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
の

推
進
や
、
予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
を

中
心
と
し
た
公
共
交
通
網
の
構
築

に
よ
り
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
を
図
り
ま
す
。

す
。
こ
の
命
題
を
推
進
す
る
施
策

と
し
て
、「
自
然
環
境
の
保
全
と

景
観
の
向
上
」に
取
り
組
み
ま
す
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
基

盤
で
あ
り
、
市
民
の
誇
り
で
も
あ

る
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
を

次
代
に
継
承
す
る
こ
と
や
、
伊
豆

の
国
市
特
有
の
優
れ
た
眺
望
を
生

か
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
、
品
格

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
安
全
で
お
い
し
い
水

を
い
つ
ま
で
も
維
持
す
る
た
め
の

水
源
保
護
、水
道
水
の
水
質
維
持
・

向
上
と
、
歴
史
あ
る
温
泉
を
大
切

に
し
、
未
来
へ
の
財
産
と
し
て
保

護
・
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
快
適
な
生
活
環
境
の

創
造
」
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
人

と
自
然
が
共
生
す
る
快
適
な
生
活

環
境
と
、
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
美

し
い
ま
ち
を
目
指
す
と
と
も
に
、

廃
棄
物
の
減
量
化
・
再
資
源
化
・

適
正
処
理
に
取
り
組
み
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
計
画
的
に
実
行
し

ま
す
。

な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政
」
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
命
題
を
推
進
す
る

施
策
と
し
て
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に

取
り
組
み
ま
す
。
地
域
生
活
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
保
持
す
る
た
め

の
、
市
民
や
民
間
な
ど
の
自
主
的

な
活
動
の
支
援
や
、
す
べ
て
の
人

が
自
ら
考
え
行
動
し
、
共
に
助
け

合
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
お

互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
推
進
」に
も
取
り
組
み
ま
す
。

先
取
り
の
気
風
を
取
り
入
れ
、
事

業
を
継
続
的
に
見
直
し
、
守
る
べ

き
良
い
も
の
は
残
し
、
変
え
る
べ

き
も
の
は
大
胆
に
変
革
す
る
行
財

政
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
と
市
民
や
民
間
と
の
双
方
向
型

の
情
報
発
信
に
よ
り
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
受
け

止
め
、
施
策
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

様
化
を
図
り
、
交
流
人
口
の
増
加

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
市
内
各
所
で
の
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
や
、
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用
促
進
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
構
築
に
よ
る
情
報
取
得

環
境
を
充
実
さ
せ
、
来
訪
者
へ

の
お
も
て
な
し
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

を
愛
し
、
郷
土
に
貢
献
で
き
る
、

た
く
ま
し
い
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
時
代
を
拓
く
教
育

と
研
究
の
一
環
と
し
て
、
江
川
坦

庵
公
の
事
跡
を
鑑

か
ん
が

み
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
・
情
報
教
育
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
と
の
絆
を
深
め
、
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
や
、
す
べ
て
の
市
民
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
推
進
し
ま
す
。
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５
月
28
日
、「
静
岡
県
消
防
協
会
田
方
支

部
消
防
操
法
大
会
」
が
伊
東
市
の
大
室
山
リ

フ
ト
第
３
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
技
術
の
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
団
活
動
の
進
歩

充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
２

年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
市
１
町（
熱
海
市
、
伊
東
市
、
三
島
市
、

伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町
）の
代
表

が
集
う
田
方
支
部
大
会
に
、
伊
豆
の
国
市
消

防
団
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
第
７
分

団（
原
木
、
四
日
町
、
寺
家
、
中
條
）、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第
１
分
団（
古
奈
、
富

士
見
、
墹
之
上
）が
出
場
。
第
７
分

団
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
伊
豆
の
国

市
が
優
勝
し
た
の
は
平
成
19
年
度

以
来
、
10
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　

今
回
は
、
第
７
分
団
の
皆
さ
ん

に
大
会
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
次
の
舞
台
、
県
大
会
へ

の
意
気
込
み
を
伺
い
ま
し
た
。

―
― 

大
会
出
場
と
い
う
機
会
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
し
た
か

　

操
法
大
会
は
消
防
団
員
に
と
っ
て
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
伊
豆
の
国
市
消
防
団
、

そ
し
て
第
７
分
団
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。
24
年
に
１

度（
※
）の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
10
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
こ
と

で
、
日
頃
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
伊
豆
の

国
市
に
恩
返
し
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
） 伊
豆
の
国
市
は
輪
番
制
を
と
っ
て
い
る
た

め
、
同
一
種
目
で
一
つ
の
分
団
が
出
場
で
き

る
の
は
24
年
に
１
度
と
な
り
ま
す
。

―
― 

長
期
の
訓
練
で
変
わ
っ
た
こ
と
、
訓
練

を
続
け
る
中
で
支
え
に
な
っ
た
も
の
は

　

長
期
間
の
訓
練
を
乗
り
越
え
、
消
防
団
員

と
し
て
、
人
と
し
て
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
皆
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
い

切
磋
琢
磨
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
絆
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

家
族
や
地
域
の
方
々
、
消
防
団
関
係
者
、

分
団
Ｏ
Ｂ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
の
支
え

と
、
第
７
分
団

の
仲
間
が
い
た

か
ら
こ
そ
頑
張

れ
ま
し
た
。

（
第
１
分
団
指
揮
者　

大
縄
橋
佑
太
さ
ん
）

　

要
員
、各
団
員
と
も
に
仕
事
や
家
庭
が

あ
る
中
、限
り
あ
る
時
間
を
割
い
て
訓
練

に
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
各
市

町
の
レ
ベ
ル
が

高
く
、
タ
イ
ム

の
差
で
惜
し
く

も
３
位
入
賞
を

逃
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
要
員
の
中
で

も
手
応
え
が
あ
っ
た
た
め
、
悔
し
い
結
果

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
１
番
員
が
優
秀
選

手
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
重
視
し
て
い
た

規
律
や
声
の
面
で
は
他
の
出
場
分
団
に
も

引
け
を
取
ら
な
い
操
法
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
各
分
団
の
団
員
や
分
団
Ｏ
Ｂ
、
担

当
地
区
の
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
忙

し
い
中
、
訓
練
や
大
会
当
日
に
大
き
な
応

援
を
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
つ
団
員
の

皆
さ
ん
。
さ
ら
に
自
分
た
ち
の
時
間
を
割
い

て
訓
練
に
励
む
背
景
に
は
、
仲
間
と
の
絆
と

と
も
に
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

―
― 

最
後
に
、
消
防
団
活
動
全
体
を
通
し
て

伝
え
た
い
こ
と
は

　

消
防
団
に
対
し
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
も
削
っ
て
訓
練

に
励
み
、
大
会
で
優
勝
し
た

こ
と
、
災
害
時
に
現
場
で
作

業
し
て
い
る
こ
と
、
休
日
返

上
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
頭
の
片
隅
に
置
い

て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
使
命
は
「
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
こ
と
」
で
す
。
今
大
会
を

通
じ
て
、
何
か
を
成
し
遂
げ

る
に
は
強
い
絆
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
消
防
団
と
地
域
住
民
が
強
い
絆
で
結
ば

れ
、
地
域
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
地
元
を

私
た
ち
皆
で
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
を
代
表
し
て
大
会
に
臨
む

第
７
分
団
。
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
今
大
会
の
優
勝
は
伊
豆
の
国
市
み
ん
な

で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
」
と
感
じ
て
い
る
と
い

う
第
７
分
団
。
訓
練
や
大
会
当
日
に
応
援
し

て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
今
度

は
田
方
支
部
の
代
表
と
し
て
、
９
月
10
日

（
日
）に
静
岡
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

―
― 

県
大
会
に
向
け
て
の
意
気
込
み
は

　

県
大
会
で
も
優
勝
の
二
文
字
し
か
見
て
い

ま
せ
ん
。
必
ず
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

力
強
く
目
標
を
語
っ
た
要
員
た
ち
の
自

信
の
も
と
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
何

よ
り
も
日
頃
の
訓

練
。
県
大
会
で
も

い
い
結
果
を
残
せ

る
よ
う
に
と
、
既

に
訓
練
を
再
開
し

て
い
ま
す
。

第 1分団の皆さん　前列左から大縄橋佑太（指
揮者）、両角幸弘（1番員）、増島清孝（2番員）、
鈴木孝良（3番員）、本間健（補助員）（敬称略）

火点を見据えたまま筒先員交代

―
― 

操
法
を
終
え
た
時
点
で
手
応
え
は
あ
り

ま
し
た
か

　

要
員
一
人
ひ
と
り
が
自
信
を
も
っ
て
臨

み
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
の
で
、
優

勝
の
手
応
え
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
他

の
消
防
団
も
か
な
り
仕
上
げ
て
き
て
い
た
の

で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
く
ま
で
は
正
直
落
ち

着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
優
勝
が
決
ま
っ
た
時
の
気
持
ち
は

　

嬉
し
い
気
持
ち
と
安
心
感
で
す
。県
大
会
・

全
国
大
会
を
目
標
に
訓
練
し
て
き
て
、
今
大

会
は
優
勝
す
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
逆
に
〝
優

勝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
〞〝
優
勝
し
て
当

然
〞
と
い
う
意
識
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
決
ま
っ
た

と
き
は
県
大
会
に
行

け
る
と
い
う
安
心
感

も
大
き
か
っ
た
で
す
。

第 7分団の皆さん　 前列左から水野典彦（指揮者）、久保田貴大（1番員）、野中雄司（2番員）、
水田信吾（3番員）、矢田耕平（4番員）、日吉大悟郎（補助員）（敬称略）

第７分団による 2線の放水

ポンプ車周りでは規律を厳しく
チェック

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
た
第

１
分
団
。
１
番
員
の
両
角
幸
弘
さ
ん
が
優

秀
選
手
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

（
第
１
分
団
１
番
員

　

両
角
幸
弘
さ
ん
）

　

私
が
優
秀
選
手

と
し
て
表
彰
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
第

１
分
団
の
団
員
全
員
で
少
し
で
も
良
い

結
果
を
残
そ
う
と
団
結
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
が
、
形
と
し
て
も
残
る
こ

と
と
な
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
中
で
の

競
技
で
し
た
が
、競
技
を
終
え
た
時
は
、

み
ん
な
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
へ
の
達
成

感
が
溢あ

ふ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご

指
導
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
経
験
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
消

防
団
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
１
分
団

　
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

１
番
員
が
優
秀
選
手
賞
に

2番員の野中雄司さん
は優秀選手賞を獲得

後日市役所を訪問し、小野市長
の前でも意気込みを語りました

韮
山
時
代
劇
場
で

の
訓
練
の
様
子

静
岡
県
消
防
協
会
田
方
支
部

　

消
防
操
法
大
会
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と
き
・
と
こ
ろ　

８
月
１
日（
火
）

　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
時
は
５
日（
土
）に
延
期

　

①
大
仁
駅
前
商
店
街
の
歩
行
者
天
国　

14
時
〜

　

②
花
火
打
ち
上
げ　

19
時
45
分
〜
20
時
30
分

　
　
（
狩
野
川
大
仁
橋
下
流
２
０
０
ｍ
付
近
）

桟
敷
席　

１
マ
ス　

３
０
，０
０
０
円

　
（
定
員
10
人
程
度
。
敷
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火　

１
口　

５
，０
０
０
円

　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

伊
豆
の
国
市
商
工
会
大
仁
支
所

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）３
０
６
０

と
き　

８
月
１
日（
火
）
18
時
30
分
〜

　
（
松
明
が
と
も
る
の
は
18
時
45
分
〜
）

　

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ　

狩
野
川
神
島
橋
上
流

問 

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会　

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

と
き　
【
韮
山
狩
野
川
ま
つ
り
２
０
１
７
】
８
月
３
日（
木
）
16
時
〜

　
　
　
【
伊
豆
長
岡
温
泉
戦
国
花
火
大
会
】
８
月
４
日（
金
）
17
時
〜

　
　
　
【
共
通
】
花
火
打
ち
上
げ　

20
時
15
分
〜
20
時
45
分

　

※ 

雨
天
時
は
翌
日
順
延
。
た
だ
し
、
４
日
が
中
止
の
場
合
で
も
５
日

に
順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

狩
野
川
千
歳
橋
付
近

桟
敷
席　

１
マ
ス　

２
０
，０
０
０
円（
定
員
は
10
〜
12
人
程
度
）

個
人
席　

１
人　

１
，０
０
０
円（
小
学
生
５
０
０
円
）
※
数
量
限
定

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火　

１
口　

５
，０
０
０
円

灯
ろ
う　

１
個　

５
０
０
円（
３
日
の
み
）

　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

か
わ
か
ん
じ
ょ
う

き
に
ゃ
ん
ね
大
仁
夏
祭
り

韮
山
狩
野
川
ま
つ
り
２
０
１
７

伊
豆
長
岡
温
泉
戦
国
花
火
大
会

狩
野
川
の
水
霊
を
鎮
め
る
奇
祭

伊豆の国の夏を楽しむ！

「ウッ、ウッ、ウァ、ハイ！」という
かけ声と共に、男たちが松

たいまつ

明を乗せた
いかだを運ぶ姿は一見の価値あり！

打ち上げ場所から 150 ｍ
絶好のロケーション！

駅前商店街の歩行者天国では
各種イベントや抽選会も

　夏、本番。
　市内の「夏のイベント」を
　お知らせします。

○ 

世
界
遺
産
登
録

記
念
銘
除
幕
式

と
き　

８
時
50
分
〜
９
時

と
こ
ろ

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

○ 

ノ
ベ
ル
テ
ィ
贈
呈

と
き　

９
時
〜

と
こ
ろ

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
受
付

※ 

対
象
は
韮
山
反
射
炉
入
場
者
の

み
、
先
着
３
０
０
人
に
贈
呈
時

点
で
終
了

○ 

講
演
会

　

 「 

あ
の
島
に
韮
山
反
射
炉
は
建

つ
の
か
？
そ
の
技
術
と
歴
史
」

と
き　

17
時
30
分
〜
19
時

と
こ
ろ

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
映
像
ホ
ー
ル

講
師　

 

菅
野
利
猛
氏
（（
株
）
木
村
鋳
造

所
常
務
取
締
役
開
発
統
括
）

定
員　

70
人

※ 

要
事
前
申
し
込
み
。
７
月
６
日（
木
）

ま
で
に
世
界
遺
産
課
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○ 

み
ん
な
来
て
、
着
て
、

踊
っ
て
ヤ
ッ
パ
ン
マ
ル
ス

　

来
場
者
み
ん
な
で
浴
衣
を
着
て
「
ヤ
ッ

パ
ン
マ
ル
ス
い
ず
の
く
に
」
を
踊
り
ま
せ

ん
か
。（
浴
衣
着
用
で
な
く
て
も
参
加
可
。

希
望
者
に
は
浴
衣
を
貸
し
出
し
ま
す
）

と
き　

 

15
時
30
分
、16
時
、16
時
30
分
、17

時
か
ら
各
15
分
間（
受
付
15
時
〜
）

と
こ
ろ　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
前

※ 

伊
豆
の
国
市
音
頭
保
存
会
に
よ
る
踊
り

の
指
導
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
ノ
ベ
ル
テ
ィ
贈
呈

※
雨
天
中
止

関
連
イ
ベ
ン
ト

▼
韮
山
反
射
炉
の
日
前
夜
祭

　

七
夕
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

七
夕
の
夜
、
ブ
ル
ー
の
光
の
天
の
川
や
市

内
園
児
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
な

ど
、
約
２
，０
０
０
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
と

も
さ
れ
ま
す
。（
雨
天
中
止
）

と
き　

７
月
７
日（
金
）
18
時
30
分
〜
21
時

と
こ
ろ　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
芝
生
広
場

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０（
３
３
０
９
）７
８
４
３

▼ 

企
画
展

　
「 

韮
山
南
小
学
校
６
年
生
の
取
組
〜
韮
山

の
歴
史
自
慢
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
〜
」

　

自
分
た
ち
で
調
べ
て
新
聞
形
式
で
ま
と
め

た
学
習
の
成
果
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

７
月
２
日（
日
）〜
17
日（
月
・
祝
）

と
こ
ろ　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

▼
パ
ネ
ル
展
・
韮
山
反
射
炉
木
製
模
型
展
示

　

韮
山
反
射
炉
を
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
や
、
韮
山
反
射
炉

の
８
分
の
１
サ
イ
ズ
の
木

製
模
型
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

　

７
月
９
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ　

道
の
駅
「
伊
豆
の
へ
そ
」

問 

市
役
所
世
界
遺
産
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
５

○ 

鋳
物
づ
く
り
体
験

と
き

　

①
10
時
〜
②
11
時
〜

　

③
13
時
〜
④
14
時
〜

と
こ
ろ

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
前

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

２
０
０
円

○ 

音
頭
披
露

　

伊
豆
の
国
市
音
頭
保
存
会
が

披
露
し
ま
す
。（
雨
天
中
止
）

と
き　

15
時
〜
15
時
15
分

と
こ
ろ

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
前

○ 

７
月
８
日（
土
）の

 　

主
な
イ
ベ
ン
ト

てつざえもんと

写真を撮ろう！

とき／
　10：00、12：00、
　14：00、16：00
　から各 30 分間
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伊豆の国の夏を楽しむ！

　親睦のための変則ルール 9人制バレーボール大会です。
気の合う仲間とチームを作って気軽にご参加ください。

とき／ 8月 20日（日）8：30～（受付 8：00～）
ところ／長岡体育館
内容／バレーボールフェスティバル
　　　　男女の人数制限なし。未成年と成人の混合チームも可
　　　アトラクション「わくわく大ビンゴ大会」
　　　　選手・応援者など誰でも参加可能（景品あり）
定員／ 33チーム（先着順）
参加料／ 1チーム 1,000 円（小中高生のみのチームは無料）
申 し込み方法／あやめ会館、長岡体育館にある専用申込用紙に必要事項を
記入し、7月 10日（月）～ 28日（金）の間に提出してください（FAX可）。
問 市役所スポーツ振興課　☎ 055-948-1460　FAX 055-948-1470

バレーボールフェスティバル
IN 伊豆の国

とき／7月 17日（月・祝）
　　　6：30～ 7：00（受付 6：00～）
ところ／韮山反射炉駐車場
※ 申し込み不要、参加無料。当日、時間ま
でに現地に集まってください。
問 市役所スポーツ振興課　☎055-948-1460

みんなのラジオ体操
in 韮山反射炉！

とき／8月 15日（火）10：00～ 16日（水）11：00
ところ／茅野っ子ひろば
内容／親子一緒に飯ごう炊さんやテント泊を体験
※詳しい内容は問い合わせください。
対象／市内在住在学の小学生およびその保護者　40人（15組程度）
※家族単位の申し込みとなります。
※子どものみでの参加はできません。
※対象年齢以外の子どもの参加はできません。
※他家族の子どもを連れての参加はできません。
※申し込み多数の場合は家族単位で抽選します。
参加料／1人 1,200 円
申し込み方法／ 7 月 27 日（木）17：00までに生涯学習課窓口（あ

やめ会館）、電話または FAXで申し込みください。
問 市役所生涯学習課　☎ 055-948-1461　FAX 055-948-2926

夏休みはキャンプだ！
ファミリーキャンプ

　子どもたちを対象に工作教室を開きます。
夏休みに、“たのしい ”“ きれい ” “ おもしろい ”
を体験しちゃいましょう。

図書館
夏休み工作教室

中央図書館

「紙コップでおもちゃをつくろう！」
とき／8月 3日（木）10：00～ 11：30
ところ／中央図書館　2階視聴覚室
対象／小学1年生～6年生（1・2年生は保護者同伴）
定員／20人（先着順）
問 中央図書館　☎ 0558-76-5566

韮山図書館

「作ろうよ！ちぎり絵うちわ」
とき／8月 5日（土）10：00～ 11：30
ところ／韮山図書館　幼児図書室
対象／小学 3・4年生
定員／10人（先着順）
問 韮山図書館　☎ 055-949-8605 

【共通】
申し込み方法／  7 月 8日（土）から各図書館カウンターまたは電話で申し込みください。
※持ち物などの詳細は直接問い合わせください。

とき／7月 30日（日）
　　　9：00～ 12：00（雨天決行）
ところ／田中山公民館
内容／
　スイカ・野菜の直売、売店（9：30～ 12：00）
　スイカの試食（10：00～ 11：30）
※スイカ販売は品切れ次第終了
問 田中山すいか祭り実行委員会（渡辺）
☎ 090-4867-6308

第 27回
田中山すいか祭り

　なにげなく見ている身近な川の中をよくのぞいてみません
か。川の中には、魚以外にもいろいろな生き物がたくさん。
仲間と一緒に調べてみましょう。

とき／7月 27日（木）【午前の部】9：30 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　【午後の部】13：30 ～ 15：30
※雨天の場合は 8月 4日（金）に延期
ところ／
　【午前の部】千歳橋下流河川敷（伊豆中央高校グラウンド横）
　【午後の部】大仁橋上流（国土交通省管理地付近）
内容／ 川の中に入り、川底の石についている虫や砂の中にい

る生き物を、網や手で捕まえて観察します。
対象／市内の小中学生（小学 3年生以下は保護者同伴）
　　　各 20人（先着順）
参加料／無料
申し込み方法／  7 月 3 日（月）～ 20 日（木）の間に電話で申

し込みください。
問 市役所環境政策課　☎ 0558-76-8002

川の生き物を調べよう！
狩野川水生生物観察会

浮橋まちづくり実行委員会
 カブトムシ
　クワガタ　採り体験
とき／ 7月 22日（土）5：00～ 6：00　
※雨天時中止の場合あり
ところ／浮橋公民館
持 ち物／虫かご、長袖、長ズボン、
虫除けスプレー（サンダル不可）
参加料／一家族　2,000 円
申 し込み方法／ 7月 15 日（土）までに、代表
者氏名、住所、電話番号、参加人数を記入し、
FAXまたは Eメールで申し込みください。
問 伊豆の国市商工会　
☎ 0558-76-3060　FAX 0558-76-0720　
E メール support@ukihashi.jp
当日連絡先（土屋）　☎ 090-8730-8018
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　国民健康保険に加入している 70 歳から 74 歳までの人に、高齢受給者証を
交付しています。高齢受給者証の更新は毎年 8月 1日です。8月 1日から有
効の高齢受給者証は、7月下旬に郵送します。8月以降に 70歳になる人には、
誕生月の下旬に高齢受給者証を送付します。
　医療を受けるときの自己負担割合を示す証明書になりますので、病院などの
窓口では保険証と一緒に必ず提示してください。
　8月以降、古いうぐいす色の高齢受給者証は使用できなくなります。細かく
裁断するなどして処分してください。

高齢受給者証がクリーム色に
8月 1日（火）から変わります

割合 対象になる人

3割
現役並み
所得者

同一世帯に住民税課税標準額が 145 万円以上の 70 ～ 74 歳までの国保被保険者が
いる人。
※ ただし、一定の条件を満たす人は申請すると自己負担割合が「2割（昭和 19 年
４月１日以前生まれの人は１割）」になります。対象になる人には、市役所から
申請書を郵送します。

2 割
昭和19年 4月
1 日以前生ま
れの人は 1割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅰ・Ⅱに該当しない人

低所得者Ⅱ
同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が住民
税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人） 低所得者Ⅰ、低所得者Ⅱの人は

「限度額適用・標準負担額減額認
定証」の交付対象になります。※低所得者Ⅰ

同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が住民
税非課税で、各所得がいずれも 0円の人
（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）

●自己負担割合

平成 29年 8月 1日
1 2 3 4 5 6 7

　静岡県伊豆の国市　長岡 340 番地の 1
　伊豆野　太郎　　　　　男

　伊豆野　太郎　　　昭和 19年 4月 1日
　２割（特例措置により１割）
　平成 29年８月１日　平成 30年７月 31日
2  2  0  8  4  8 

見
本クリーム色に

変わります！

自己負担割合は平成 28年中の所得などにより決まります。

※ 『限度額適用・標準負担額減額認定証』を医療機関などに
提示すると、医療費が自己負担限度額までとなり、入院時
の食事代も減額されます。複数の病院や薬局での支払額の
合計が自己負担額を超えた場合は、高額療養費として支給
されます。

≪認定証の交付には申請が必要です≫
申請先／国保年金課（伊豆長岡庁舎）
持ち物／ 認印、身分証明書（運転免許証など）、マイナンバー

カード（通知カード）、委任状（代理受け取りの場合）

●有効期限
　有効期限は平成 30 年 7 月 31 日です。
ただし、平成 30 年 7 月 31 日以前に 75
歳になる場合、有効期限は 75歳の誕生日
の前日になります。
　75 歳になると後期高齢者医療で医療を
受けるようになります。切り替え時には市
役所から保険証を送付します。
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後期高齢者医療
被保険者証が藤色に

8月 1日（火）から変わります

　新しい被保険者証は 7月中旬に郵送します。被保険者証が届いたら、住所、
氏名、生年月日、一部負担金の割合などを確認し、なくさないように大切に保
管しましょう。
　有効期限の過ぎた古いオレンジ色の被保険者証は、細かく裁断するなどして
処分してください。8月以降に 75 歳になる人には、誕生月の前月下旬に被保
険者証を郵送します。

　平成 28 年中の所得に基づき、平成 29 年 8 月に
平成 29 年度の後期高齢者医療保険料が決定され
ます。年間保険料は右のとおり算出されます。

【所得割額】　　
（被保険者の総所得金額等－ 33 万円）× 7.85％…①
【均等割額】　39,500 円…②
年間保険料　①＋②（賦課限度額　57 万円）

●平成 29年度後期高齢者医療保険料の決定

　一部負担金の割合は１割または３割で、平成 28
年中の所得・収入によって決まります。３割負担に
なる人は、平成 29年度の住民税課税標準額が 145
万円以上の被保険者と、その人と同じ世帯にいる被
保険者です。
※ 次の条件に当てはまる人は、確定申告書の写しな
どを添えて申請すると『1割』になります。

・ 世帯に後期高齢者医療被保険者が 1人で、その人
の収入が 383 万円未満
・ 世帯に後期高齢者医療被保険者が 2人以上で、そ
の 2人以上の収入合計額が 520 万円未満
・ 世帯に後期高齢者医療被保険者が 1人で、同じ世
帯にいる後期高齢者医療に加入していない 70 歳
～ 74歳までの人との収入合計額が 520 万円未満

●一部負担金の割合 ●限度額適用・標準負担額減額認定証
　認定証も８月1日から変わります。住民税非課税
世帯の被保険者は、申請すると限度額適用・標準負
担額減額認定証が交付されます。

◆現在、認定証をお持ちの場合
　新しい認定証は、７月中に郵送します（被保険者
証とは別送です）。ただし、非課税世帯でなくなっ
た人は交付対象でないため継続交付されません。
◆認定証をお持ちでない場合
　交付対象者には、７月中に申請書を郵送します。
国保年金課（伊豆長岡庁舎）で手続きしてください。

　　　平成 29年８月１日

　　　平成 23年 3月 21日

　　　　　１割

　　　平成 29年８月１日

見
本

平成 30年 7月 31日
1 2 3 4 5 6 7 8

　　　静岡県伊豆の国市　　　長岡 340 番地の 1
　　　伊豆野　国美　　　　　女　　　昭和 11年 3月 21日

3 9 2 2 2 2 5 2 

藤色に
変わります！

本来納めて
いただく
所得割額 納付額（5割）

納付額（8割）

5 割軽減
2割軽減

特例
（平成28年度）所得割 特例

（平成29年度）

本来納めて
いただく
均等割額

納付額（3割）

9 割軽減
7割軽減

特例
（平成28年度）均等割 特例

（平成29年度）

納付額（1割）

≪所得の低い人に対する軽減≫
　年収が 153 万円以上 211 万円以下の人は、平成
28年度までの所得割が5割軽減されていましたが、
平成 29年度は 2割軽減に変更されます。
※ 年金収入のみの人の基準です。その他の所得があ
る人は基礎控除後の総所得金額等が 58万円以下
である場合に軽減措置が適用されます。

≪被用者保険の被扶養者だった人に対する軽減≫
　後期高齢者医療制度に加入する前日まで、｢会社
の健康保険組合などの被扶養者」であった人は、平
成 28年度までの均等割が 9割軽減されていました
が、平成 29年度は 7割軽減に変更されます。

●保険料の軽減率が変わります

に

70 ～ 74 歳で

国民健康保険に加入している人へ
後期高齢者医療保険に

加入している人へ

問 市役所国保年金課　☎ 055-948-2905

問 市役所国保年金課　☎ 055-948-2905

　広報 5月号でお知らせし、5月中旬から対象者に
郵送した、特定健診・後期高齢者健診の受診券に同
封されている「健診のお知らせ」の記載内容に一部
誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。
問 市役所国保年金課　☎ 055-948-2905

「健診のお知らせ」の
誤りについて（お詫び）

訂正箇所／
　 健診実施機関　JA リハビリテーション中伊
豆温泉病院の健診実施時間

誤：月、火、水、木、金　10：00 ～ 11：30
　　土（第 2・第 4）　9：00 ～ 10：30
正：月、火、水、木、金　10：00 ～ 11：30
　　土（第 1・第 3・第 5）　9：00 ～ 10：30
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適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

現役
並み

課税所得
145 万円以上の人 44,400 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）× 1％
〈多数回 44,400 円〉　※ 2

一般
課税所得
145 万円未満の人

　※ 1
12,000 円 44,400 円

住民税
非課税

Ⅱ　
住民税非課税世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ　
住民税非課税世帯
（ 年金収入80万円
以下など）

15,000 円

※ 1　 世帯収入の合計額が 520 万円未満（1人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計
額が 210 万円以下の場合も含みます。

※ 2　 過去 12 カ月以内に 3回以上上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり上限額が下がります。
※ 3　平成 29 年 8月 1日から平成 30 年 7月 31 日までの年間上限 144,000 円

70 歳以上の

高額療養費の
上限額が変わります

70歳以上で国民健康保険に加入している人

後期高齢者医療保険に加入している人へ

　ひと月に支払った医療費が決められた上限額を超えた場合、申請により超え
た分を「高額療養費」として支給します。8月から、上限額が以下のように変
わります。

問 市役所国保年金課　☎ 055-948-2905

外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

57,600 円
80,100 円＋（医療費－
267,000 円）× 1％
〈多数回 44,400 円〉　※ 2

14,000 円
〈年間上限
144,000円〉

※ 3

57,600 円
〈多数回 44,400 円〉　※ 2

8,000 円

24,600 円

15,000 円

8 月
から

問 三島年金事務所　☎055-973-1166
　 日本年金機構のホームページ　
　 http://www.nenkin.go.jp/

国民年金の
保険料免除・納付猶予申請

　本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額以下の場合に、保険料免除・納
付猶予ができます。保険料を納めることが経済的に難しいときは、申請してく
ださい。
※ 日本国内に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべての人は、公的年金への
加入が義務づけられています。自営業者・農業者とその家族、学生、無職の
人などは、国民年金の保険料を自分で納付しなければなりません。保険料を
納めないままにしておくと、老齢基礎年金やいざというときの障害基礎年金・
遺族基礎年金を受け取ることができない場合があります。

平成 29年度
　国民年金の保険料免除・納付猶予申請は
　7月から受付開始します
申請先／国保年金課　※韮山・大仁支所では受付できません。
持ち物／
　①年金手帳
　②認印（本人が署名する場合は不要）
　③ 失業した人は雇用保険受給資格者証または雇用保険被保険
者離職票

　④学生の場合は学生証のコピー（両面）か在学証明書
申請に関する問い合わせ先／国保年金課　☎ 055-948-2905

年金機構からのお知らせ
　年金を受け取るために必要な保険
料の納付期間が、25 年から 10 年に
短縮されました。
　対象になる人には日本年金機構か
ら「短縮」と記載した黄色の封筒が
順次送付されています。手元に届
いた後は、「ねんきんダイヤル（☎
0570-05-1165）」で予約の上、でき
るだけ早く手続きをしてください。

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
な
ど
が

変
わ
り
ま
す

問 

市
役
所
国
保
年
金
課　

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
市
が
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る

た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対

し
て
賦
課
す
る
税
で
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
賦
課
限
度
額
、
軽
減

基
準
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

【
課
税
限
度
額
の
改
正
内
容
】

課
税
限
度
額

改
正
前

改
正
後

医
療
保
険
分

51
万
円

54
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
分

16
万
円

19
万
円

介
護
保
険
分（
40
〜
64
歳
）

14
万
円

16
万
円

【
軽
減
対
象
に
な
る
所
得
基
準
額
】

軽
減

割
合

基
準
と
な
る
所
得
金
額

改
正
前

改
正
後

７
割

軽
減

33
万
円
以
下

33
万
円
以
下

（
改
正
な
し
）

５
割

軽
減

33
万
円
＋

26
万
５
千
円
×
被
保
険

者
数
※　
　
　
　
　

以
下

33
万
円
＋

27
万
円
×
被
保
険
者
数
※

　

以
下

２
割

軽
減

33
万
円
＋

48
万
円
×
被
保
険
者
数
※

　

以
下

33
万
円
＋

49
万
円
×
被
保
険
者
数
※

　

以
下

※
被
保
険
者
数
に
は
、
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
を
含
み
ま
す
。

●
平
成
29
年
度
の
改
正
内
容

・
課
税
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

・ 

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減
対
象
の
範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

国民健康保険税が

賦課されている人へ

平成29年度月額

16,490 円

国民年金を納めることが

難しい、という人へ

　熱中症は、正しい予防方法を
知ることで防ぐことができます。

【暑さに負けない体づくり】 
・「水分」をこまめにとる
・「睡眠環境」を快適に保つ
・「バランスのとれた食事」をとる
※ 食事が食べられていれば、過度な塩分は必要あ
りません。塩のとり過ぎにも注意しましょう。

【日々の生活の中での暑さに対する工夫】
・「気温と湿度」をいつも気にする
・「室内」を涼しくする
・「衣服」を工夫する
・「日ざし」をよける
・「冷却グッズ」を身につける
問 市役所健康づくり課　☎ 055-949-6820

熱中症に注意！

こうなる前に…
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　今年度も「市長と語ろう ふれあいトーク」の申し込みを募集します。
　この「ふれあいトーク」は、市民の皆さんと市長が膝を交えて直接意見交換を行うフリー
トーク方式の懇談会です。対象は、さまざまな活動をしている市民グループです。

開催時期
平成 30年 1月 31日（水）まで
※ 申し込みを受理し、開催が決定した後、開
催日、場所、テーマを調整します。

対象 市内在住者で構成されたグループ

内容
グループが提示したテーマについて、フリー
トーク方式により意見交換を行います。

懇談時間 90 分程度

申し込み
方法

参加申込書に必要事項を記入のうえ、市長公
室（伊豆長岡庁舎）へ持参、郵送、FAX また
は Eメールで申し込みください。
※ 参加申込書は、市長公室窓口または市ホー
ムページで取得できます。

問い合わせ・申し込み先
〒 410-2292　伊豆の国市長岡 340-1
伊豆の国市役所市長公室
☎ 055-948-1431　℻ 055-948-2915
E メール　info@city.izunokuni.shizuoka.jp

－開催概要－
◆ ご注意ください

・開催は原則として平日とします。
・ 当日の参加人数は10～20人としてください。
・開催場所は市内の公の施設とします。
・参加グループの費用負担はありません。
・ 開催結果は、個人情報に配慮したうえで原則
公開するものとします。
・ 申し込み内容を審査後、事業の趣旨に照らし
適当でないと認めた場合は、開催できません。

市長と語ろう　ふれあいトーク 2017食
品
ロ
ス
削
減
と
生
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

農
林
水
産
省
の
平
成
26
年
度
推

計
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
、
年
間

２
，
７
７
５
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄

物
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品

ロ
ス
」
は
６
２
１
万
ト
ン
。
こ
れ

を
国
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
茶
腕
約
１
杯
分
（
約
１
３
４

グ
ラ
ム
）
が
毎
日
捨
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
は
生

ご
み
の
減
量
で
も
あ
り
、
ご
み
処

理
の
経
費
削
減

に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一生に一度の思い出に

成人式実行委員大募集！
　平成 30年 1月 7日（日）、アクシスかつらぎで伊豆
の国市成人式を開催します。本年度二十歳を迎える新
成人の皆さん、実行委員として成人式の企画、運営を
して盛り上げませんか。
　実行委員会は 8月から毎月 1
回程度開催し、協力して準備を
進めていきます。友達と一緒の
参加も大歓迎。仲間と一緒に成
人式を作り上げましょう。

対象／ 平成 9 年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日生ま
れで、市内に住民登録のある人または中学卒業
時まで住んでいた人

募集人数／ 30 人（伊豆長岡・大仁・韮山の中学校区
ごと、各 10人）

内容／ 「市式典」の受付、司会などのスタッフ
　　　実行委員会主催「新成人企画」の企画、運営
申し込み期限／ 7月 28日（金）
※定員に達しない場合は随時受け付けます。
問 市役所生涯学習課　☎ 055-948-1461

問
市
役
所
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

　

食
材
を
買
い
過
ぎ
た
り
在
庫
が

あ
る
の
に
同
じ
食
材
を
買
っ
た
り

し
な
い
よ
う
、
メ
モ
を
取
る
な
ど

し
て
計
画
的
な
買
い
物
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、

食
材
は
無
駄
な

く
「
使
い
き
り
」

ま
し
ょ
う
。

② 

食
べ
る
分
量
を
把
握
し
て
食
べ

残
さ
な
い
「
食
べ
き
り
」

　

食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
料
理

を
作
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
食

べ
き
れ
ず
に
残
っ
た
も
の
は
別
の

料
理
に
活
用
す
る
工
夫
を
し
て

「
食
べ
き
り
」
ま
し
ょ
う
。 

③ 

生
ご
み
を
出
す
前
に
ひ
と
絞
り

「
水
切
り
」

　

生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
で

す
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
、「
水
切
り
」

を
す
る
だ
け
で
生

ご
み
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○ 

ふ
じ
の
く
に

　

 

食
べ
き
り
や
っ
た
ね
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

た
め
、協
力
店
で
「
食
べ
き
り
（
完

食
）」
を
実
践
す
る
と
、
特
典
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

食
べ
き
り
割

　

 

７
月
17
日（
月
・
祝
）
〜
平
成

30
年
１
月
31
日（
水
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
夏
季
）

　

 

７
月
17
日（
月
・
祝
）
〜
８
月

31
日（
木
）

※ 

協
力
店
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

静
岡
県
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

☎ 

０
５
４（
２
２
１
）３
３
４
９

URL https://m
achipo.jp/tabekiri

第 12回パン祖のパン祭

夏のパン教室
　専門の講師の指導による、本格的なパン
づくりを体験できます。パンづくりに興味
がある人は、ぜひご参加ください。

とき／ 7月 29 日（土）、8月 26 日（土）
　　　13：00 ～ 16：00（受付 12：30 ～）
ところ／田方農業高校　食品加工室
参加費／ 2,000 円
定員／各 30 人（先着順）
申 し込み方法／希望日を選択し、希望日の
4日前までに電話で申し込みください。

第 11 回全国高校生パンコンテストの入賞作
品も紹介予定です。
問 市役所農業商工課　☎ 0558-76-8003

野生鳥獣の捕獲・飼養は禁止です！
　鳥獣保護管理法では、原則として、野生の鳥獣を捕えることを禁止していま
す。発覚した違反事例では、違法と知りつつ密猟し、飼っていたケースが目立
ちます。違法な捕獲や飼育などは、警察による摘発の後、鳥獣保護管理法違反
で送検され、懲役または罰金刑の対象となります。

問 静岡県自然保護課　☎ 054-221-3332
問 市役所農業商工課　☎ 0558-76-8003

　野鳥（メジロ、オオルリ、
ヤマガラ）の密猟、違法飼育
が後を絶ちません。自然界で
は多くの生物が生態系の一部
となり、バランスを保って生
きています。個人の所有物に
しようとせず、距離を置いて
見守ってください。

許可なく野生鳥獣を
捕獲した場合

懲役 1年以下
または

100 万円以下の罰金

懲役 6カ月以下
または

50万円以下の罰金

違法に捕まえた野生鳥獣を
飼育、販売、譲渡、

譲り受け、加工した場合

打ち合わせの様子

○  

生
ご
み
減
量
に
３
つ
の

「
き
り
」

① 

計
画
的
な
買
い
物
で
食
材
を
残

さ
な
い
「
使
い
き
り
」
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国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

サ
ロ
ー
ル
の
一
言

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
る
風
鈴
の
涼
し
げ
な

音
と
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
、
本
格
的
な
猛
暑

と
夏
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。

　

た
だ
外
に
い
る
だ
け
で
汗
ば
む
こ
の
時

期
、
な
る
べ
く
外
に
出
な
い
よ
う
室
内
に

こ
も
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
私
で
す
が
、
今

年
は
、
初
め
て
日
本
で
夏
を
過
ご
す
家
族

の
た
め
に
、
夏
祭
り
、
花
火
大
会
、
海
な

ど
へ
出
か
け
、
日
本
の
夏
な
ら
で
は
の
魅

力
を
体
験
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
に
も
「
ナ
ー
ダ
ム
」
と
い
う

夏
祭
り
の
よ
う
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
夏

物
の
薄
手
の
民
族
衣
装
を
着
て
、
ナ
ー
ダ

ム
祭
会
場
へ
出
か
け
、
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
・

弓
矢
・
競
馬
と
い
っ
た
「
男
の
三
つ
の
競

技
」
と
言
わ
れ
る
大
会
を
見
て
楽
し
む
の

で
す
。
国
の
ナ
ー
ダ
ム
祭
は
７
月
の
中
旬

に
開
催
さ
れ
、
伝
統
音
楽
や
文
化
も
体
験

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
外
国
人
観
光
客

も
増
え
て
き
ま
す
。
気
候
も
ち
ょ
う
ど
よ

く
過
ご
し
や
す
い
の
で
、
お
祭
り
会
場
を

始
め
、
普
段
は
静
か
な
草
原
も
に
ぎ
や
か

に
な
り
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
と
自
然
の
中
で

過
ご
せ
る
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
年
間
を

通
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
季
節
な
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
さ
わ
や
か
な

モ
ン
ゴ
ル
の
夏
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

問 

市
役
所
政
策
戦
略
課　

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
５

第
４
回
（
全
12
回
）

　
「
夏
祭
り
と

ナ
ー
ダ
ム
祭
」一番人気のある種目「競馬」

何千頭の馬が一斉に大草原を駆け抜ける

悪
質
な
占
い
サ
イ
ト
に
ご
用
心

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

104〇

伊豆の国市役所伊豆長岡庁舎
相談日：毎週月・金曜日
（祝日は除く。
  月曜日が祝日の場合は火曜日）
問 伊豆の国市市民課　☎ 055-948-2901

【消費生活相談】
　時間（共通）
　9：00 ～ 16：00
　（12：00～13：00は除く）

伊豆市役所（伊豆市小立野）
相談日：毎週木曜日（年末年始・祝日は除く）
問 伊豆市市民課　☎ 0558-72-9858

（
文
と
絵
）　

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

　

金
運
、
恋
愛
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
に
つ
い
て
、
占
い
を
利

用
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
占
い
と
は

名
ば
か
り
の
悪
質
な
サ
イ
ト
も

存
在
す
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。
詐
欺
的
な
サ
イ
ト
は
、
サ

イ
ト
に
所
属
す
る
占
い
師
を
名

乗
る
者
に
一
回
返
信
す
る（「
鑑

定
料
」
と
い
う
名
目
）
ご
と
に

料
金
が
発
生
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
そ
の
占

い
師
を
名
乗
る
者
が

あ
た
か
も
特
殊
な
能

力
が
あ
る
か
の
よ
う

に
消
費
者
を
誤
信
さ

せ
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
そ
の
占
い
師
を

名
乗
る
者
は
「
●
●

の
効
果
を
導
く
た
め

に
、
＊
＊
＊
と
い
う

言
葉
を
私
宛
て
に
×

×
回
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
、
特
定
の
言
葉
を
複
数
回
送

信
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
次
々
に
送
り
ま
す
。

こ
う
し
て
消
費
者
に
こ
の
指
示

に
従
わ
せ
、
鑑
定
料
名
目
で
多

額
の
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
と
い

う
手
口
を
と
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

悪質なサイトに潜む占い師を名乗る詐欺師にご注意を！

問 市役所文化振興課
☎ 055-949-8600

とき／9月10日（日）　①開場 12：30　開演 13：00
   　②開場 15：30　開演 16：00

ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
チケット／【全席指定】一般 3,000 円
    高校生以下 1,500 円
※ 5歳以上は有料。5歳未満は保護者ひざ上 1人無料。
▶ Lコード：41885　▶ Pコード：635-388

チケット
好評発売中

静岡交響楽団＆海瀬京子

夏のスペシャルコンサート
とき／8月26 日（土）　開場 14：00　開演 14：30
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
チケット／【全席指定】一般 2,000 円
    高校生以下 1,000 円
※未就学児の入場はご遠慮願います。
▶ Lコード：41308　▶ Pコード：328-931

チケット販売所（共通）
▶アクシスかつらぎ
　（☎ 055-948-0225）
▶韮山時代劇場
　（☎ 055-949-8600）
▶ローソンチケット（Lコード）
▶チケットぴあ（Pコード）
※セブンイレブン、
　 サークル K・サンクスでも
お求めになれます。
※ 電話予約はアクシスかつら
ぎのみで受け付けます。
　残席数は必ず各販売所に
　問い合わせください。

▲指揮
　篠﨑靖男

▲静岡交響楽団 ▲ピアノ
　海瀬京子

とき／9月23 日（土・祝）　
　　　開場 14：30　開演 15：00
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
チケット／【全席指定】一律 3,500 円
※未就学児の入場はご遠慮ください。
▶ Lコード：42194　▶ Pコード：331-377

米村でんじろう

おもしろサイエンスショー

清水ミチコ

ＴＡＬＫ＆ＬＩＶＥ

▲ピアノ▲指揮

Ⓒ Benjamin
　 Ealovega

開園期間／7月15 日（土）～ 8月31 日（木）
利用時間／9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00（入場は 16：00 まで）
入場料／大人（高校生以上）410 円　小人（小・中学生）100 円　幼児無料
※ 付添人のいない未就学児（満 6歳未満）は入場できません。
※ 駐車場が狭いため、公共交通機関をご利用ください。

料料

問市役所都市計画課
☎ 055-948-2909
問広瀬公園水泳プール
　（開園期間中のみ）
☎ 0558-76-0106

無料入場券付チラシを広報 7月号と一緒に各戸配布します。お手元に届
かなかった人は、7月 10 日（月）から市役所（韮山・大仁支所含む）でも取
得できます。※チラシには限りがあります。
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図書館ホームページ  http://www.izunokuni.library-town.com/

中央図書館  3日（月）、10日（月）、
17 日（月・祝）、24 日（月）、
28 日（金）、31 日（月）

韮山図書館  5 日（水）、12 日（水）、
17 日（月・祝）、19 日（水）、
26 日（水）、28 日（金）

7 月 の
休 館 日

　英語圏で、近代アジア作家の
古典として編まれた一冊。文語
調、候文など様々な文体で書か
れた多彩な作品を物語の設定時
代順に並べた。　　　　【中央】

『芥川龍之介短篇集』
ジェイ・ルービン（編）
村上春樹（序）

今月のおすすめ　～河
か っ ぱ

童忌
き

～

　7月24日は、河童忌。芥川龍之介の
命日で、今年は没後90年です。美しい
日本語を味わってみませんか。

　毎年夏休みには、中央・
韮山それぞれの図書館で、
工作教室と夏のおたのしみ
会を開催します。韮山図書
館のおたのしみ会は、通常
のおはなし会の日時に行い
ます。中央図書館のおたの
しみ会は来月の広報でお知
らせします。

■夏休みのおたのしみ

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

　「魔術を使おうと思ったら、
まず欲を捨てなければなりませ
ん」教わった魔術を披露した私
は。人間の欲深さを描いた不思
議な名作を日本画の絵本で。

【中央】

『魔術』
芥川龍之介（作）
宮本順子（絵）

芥川龍之介短篇集

■ 7月のおはなし会
※いずれも土曜日

中央図書館
　  8 日 11：00 ～
韮山図書館
　  8 日、22 日 14：00 ～
あやめ会館
　15日 10：30 ～

■『トロッコ』芥川龍之介（作）宮本順子（絵）※絵本【中央・韮山】
■『蜘蛛の糸』芥川龍之介（作）遠山繁年（絵）※絵本【中央】
■『作家の自伝31　芥川龍之介』芥川龍之介（著）【中央・韮山】
■『羅生門・地獄変』芥川龍之介（著）【韮山】
■ 『芥川龍之介全集　第一～十二巻』芥川龍之介（著）【中央・韮山】
■ 『芥川龍之介に学ぶ文章の基本』高橋フミアキ（著）【中央】

新たにオープン！「伊豆の国市郷土資料館」とは

文化財通信
その145

問 市役所文化財課
☎ 055-948-1428

開館時間（共通）9：00 ～ 17：30　　問 中央図書館　☎ 0558-76-5566

皆
さ
ん
は
「
博
物
館
法
」
と
い
う
法
律

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ

の
法
律
は
昭
和
26
年
に
「
社
会
教
育
法
（
昭

和
24
年
法
律
第
２
０
７
号
）
の
精
神
に
基
づ

き
、
博
物
館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し
て
必

要
な
事
項
を
定
め
、
そ
の
健
全
な
発
達
を
図

り
、
も
っ
て
国
民
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
、
各
テ
ー

マ
に
関
し
て
資
料
を
収
集
・
保
管
・
調
査
研

究
し
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
収
集
し
た
モ

ノ
を
展
示
し
、
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。
こ

の
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
、
人
々
が
過
去
を

理
解
し
、
現
在
を
認
識
し
、
未
来
を
展
望
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
「
博
物
館
の
設
置
及

び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
基
準
で
、
博
物
館
は
「
博
物

館
の
水
準
の
維
持
及
び
向
上
を
図
り
、
も
っ

て
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
発
展
並
び
に
地

域
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
第
二

条
の
２
に
お
い
て
、 

市

町
村
は
、「
そ
の
規
模

及
び
能
力
に
応
じ
て
、

単
独
で
ま
た
は
他
の

市
町
村
と
共
同
し
て
、
博
物
館
を

設
置
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
小
規
模
な
市
町
で
も
な
る

べ
く
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
を

作
っ
て
教
育･

学
術
や
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
、
と
決
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
博
物

館
に
相
当
す
る
施
設
が
、
伊
豆
の
国
市
の
場

合
は
７
月
１
日
に
中
央
図
書
館
内
に
開
館

す
る
「
伊
豆
の
国
市
郷
土
資
料
館
」
と
な

り
ま
す
。

　

郷
土
資
料
館
は
、「
た
だ
単
に
古
い
も
の

が
陳
列
し
て
あ
る
建
物
」
で
あ
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
市
内
に
は
重
要
な
歴
史
的
建
築
物

が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
毎
年
の
よ

う
に
重
要
な
埋
蔵
文
化
財
も
発
掘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
支
え
て
き
た
伝
統
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
機

械
化･

Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
る
以
前
の
、
人
々
の
生

活
や
生
産
活
動
に
使
用
さ
れ
て
き
た
道
具

（
民
具
）
や
技
術
も
、
私
た
ち
の
現
代
生
活

と
無
関
係
な
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去

の
人
々
の
工
夫
や
知
恵
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
今
の
よ
う
な
使
い
や
す
い
モ
ノ
に
進
化

し
て
き
た
の
で
す
。
過
去
に
経
験
し
た
災
害

の
記
憶
と
記
録
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
を
与
え
て
い
ま
す
。
市
文
化

☆夏のおたのしみ会　PART1 ☆

絵本の読み聞かせ、エプロンシアター、紙芝居などを行います。

とき／ 7 月 22 日（土）14：00 ～ 15：00
ところ／韮山図書館　幼児図書室
対象／幼児から小学生までとその保護者
協力／かみふうせん

図書館からのお知らせ

※事前申し込みは必要ありません。直接会場へどうぞ。
※ 中央図書館で開催する「夏のおたのしみ会 PART2」
は 8月に行います。
問 中央図書館　☎ 0558-76-5566

財
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
や
文
化
・
民
俗
を
教

え
て
く
れ
る
文
献
や
モ
ノ

を
収
集
し
、
調
査
し
て
い

ま
す
。
文
化
財
調
査
室
で

は
さ
ら
に
、
収
集
さ
れ
た

モ
ノ
の
整
理
、
保
存
に
努

め
て
い
ま
す
。
郷
土
資
料

館
は
、
研
究
や
教
育
に
こ
れ
ら
の
文
献
や

モ
ノ
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
公
開
し
て
紹

介
す
る
場
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
モ

ノ
か
ら
学
ぶ
た
め
の
場
所
」
で
す
。
例
え

ば
、学
校
で
学
ん
だ
縄
文
土
器
の
「
知
識
」

を
、「
モ
ノ
」
に
よ
っ
て
実
証･

確
認
で

き
ま
す
。
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
に
説
明
を
聞
い
た
り
実
際
に
縄

文
土
器
に
触
っ
た
り
し
て
、
よ
り
理
解
を

深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

伊
豆
の
国
市
郷
土
資
料
館
で
は
、
学
校

教
育
の
補
助
だ
け
で
は
な
く
、
誰
で
も
地

域
の
歴
史
文
化
を
網
羅
的
に
学
び
実
感
で

き
る
施
設
と
し
て
、
市
民
の
生
涯
学
習
活

動
を
日
常
的
に
応
援
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
と
に
か

く
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。
歴
史
の
中

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
モ
ノ
た

ち
が
目
に
飛
び
込
ん
で
、
皆
さ
ん
の
学
習

意
欲
を
く
す
ぐ
る
は
ず
で
す
。

おはなしの会

火起こし体験



７
月
14
日
（
金
）

　
　

10
時
30
分
〜
14
時
30
分

イ
シ
バ
シ
プ
ラ
ザ　

４
階
ホ
ー
ル

　
　
（
沼
津
市
高
島
本
町
）

 

学
校
の
紹
介
、
職
業
製
品
の
展
示
・

販
売
、
生
徒
に
よ
る
実
演

事
前
申
し
込
み
不
要

静
岡
県
立
沼
津
特
別
支
援
学
校

☎　

０
５
５
（
９
６
６
）
０
９
８
０

７
月
10
日
（
月
）、
８
月
28
日
（
月
）

　
　

両
日
と
も
10
時
〜
13
時

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
豆
長
岡
店

健
康
度
測
定
（
血
管
・
肌
年
齢
な
ど
）

　
　

簡
単
健
康
レ
シ
ピ
紹
介（
試
食
付
き
）

　
　

特
定
健
診
の
案
内

※ 

健
康
度
測
定
の
内
容
は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要
。

市
役
所
健
康
づ
く
り
課

☎　

０
５
５
（
９
４
９
）
６
８
２
０

市
役
所
国
保
年
金
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
２
９
０
５
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B Xお し ら せ 情 報 O

情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

とき
ところ
内容
対象・定員
参加費
持ち物

時
所

対

持
料

内

講

他
申

期
方

問

講師
申込方法
申込期限
その他
申込先
問合せ先

お

し

ら

せ

催
し
・
講
座

報

事前に病院、または田
方中消防署へ電話、も
しくは田方医師会のホ
ームページでご確認く

ださい。診療医が変わる場合があ
ります。
▶田方中消防署   ☎ 0558-76-0119
▶田方医師会のホームページ
　http://www.tagata-ishikai.jp/

2 0 1 7 年
平成 29 年 － 7月－

休日の診療医
9：00 ～ 17：00

２
（
日
）

▶函南平出クリニック（函南町／
　小児／☎ 055-978-1366）
▶南雲整形外科（伊豆市／整外／
　☎ 0558-72-3111）

９
（
日
）

▶ リウトピアクリニック（函南町／
リウマチ・リハ・内／
　☎ 055-970-1000）
▶ 西脇内科（大仁／内・小児・
　消化器／☎ 0558-76-3712）

16
（
日
）

▶函南平出クリニック（函南町／
　小児／☎ 055-978-1366）
▶ 大和堂医院（伊豆市／内／
　☎ 0558-72-0015）

17
（
月
・
祝
）

▶長岡リハビリテーション病院
　（長岡／内・神経内・リハ／
　☎ 055-948-0555）
▶ 中伊豆リハビリテーションセン
ター（伊豆市／内・整外・リハ／
☎ 0558-83-2111）

23
（
日
）

▶ 伊豆韮山温泉病院（中條／内／
☎ 055-949-1466）
▶ 村田内科クリニック（吉田／内／
☎ 0558-76-8866）

30
（
日
）

▶ 花の丘診療所（奈古谷／ペインク
リニック・内／☎ 055-949-6886）
▶  JA 静岡厚生連リハビリテーショ
ン中伊豆温泉病院（伊豆市／内・
整外・外／☎ 0558-83-3333）

　

ニ
コ
チ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
が
ど
の
よ
う

に
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
専
門
家
か

ら
学
び
ま
す
。

８
月
10
日
（
木
）
19
時
〜
21
時

あ
や
め
会
館
３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

小
中
高
生
の
保
護
者（
中
高
生
も
可
）

無
料

 

佐
久
間
哲
也
さ
ん
（
エ
ム
オ
ー
エ
ー

奥
熱
海
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

 

７
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

市
役
所
生
涯
学
習
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１

家
庭
教
育
講
座

依
存
か
ら
み
た
タ
バ
コ
・
酒
の
影
響

〜
将
来
の
自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
に
〜

時所対料講方問

ア
ク
シ
ス
の
夕
べPart132

〜
声
楽（
男
声
ト
リ
オ
）編
〜

7
月
15
日
（
土
）

　
　

開
場
18
時
30
分　

開
演
19
時

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
多
目
的
ホ
ー
ル

【
出
演
】
ラ
・
ル
チ
ー
ナ

　
（
手
島
勝
直
・
石
井
竜
輔
・
大
津
良
嗣
）

無
料

市
役
所
文
化
振
興
課

☎　

０
５
５
（
９
４
９
）
８
６
０
０

時所問料

公
民
館
講
座

簡
単
浴
衣
着
付
け
＆
お
作
法
教
室

　

浴
衣
の
着
方
、
着
崩
れ
の
直
し
方
を
学

び
、
浴
衣
美
人
を
目
指
し
ま
す
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ベ
ビ
ー
サ
イ

ン
。
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
、
今
し
か
で
き
な
い
講
座
で
す
。

家
庭
教
育
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

〜
赤
ち
ゃ
ん
に
ふ
れ
て
み
よ
う
〜

 

７
月
26
日（
水
）
19
時
〜
21
時

あ
や
め
会
館
２
階　

研
修
室
２

中
学
生
以
上
の
女
性　

30
人

　
　
（
市
民
優
先
で
抽
選
）

３
０
０
円

 

浴
衣
、
半
幅
帯
、
肌
着
、
ひ
も
３
本
、

伊
達
締
め
１
本

 

石
澤
時
枝
さ
ん
（
京
都
着
物
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協
会
認
定
講
師
）

 

７
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

市
役
所
生
涯
学
習
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１

方 対講 料持問

健
康
と
食
の
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問他 時所内問

 

偶
数
月
の
第
２
水
曜
日
、
奇
数
月
の

第
３
土
曜
日

　
　
（
通
年
、
９
月
の
み
第
４
土
曜
日
）

　
　

各
日
と
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

ぬ
ま
づ
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

　
　
（
沼
津
市
日
の
出
町
）

静
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎　

０
５
４
（
２
８
６
）
９
２
４
５

問 時所

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

東
部
わ
か
ち
あ
い　

す
み
れ
の
会

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

  

第
１
回
　
ひ
き
こ
も
り
の
基
礎
知
識

7
月
25
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

  

第
２
回　

具
体
的
な
家
族
の
対
応

8
月
22
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
職
員

  

第
３
回　

支
援
窓
口
に
つ
い
て

9
月
26
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

就
労
支
援
機
関
職
員

  

共
通東

部
総
合
庁
舎（
沼
津
市
高
島
本
町
）

 

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
18
歳
以

上
の
人
の
家
族
で
本
教
室
未
参
加

の
人
（
事
前
に
個
別
面
接
あ
り
）

電
話
で
申
し
込
み

東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

☎　

０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
７

時所対

問

講時講時講方

沼
津
・
三
島
・
田
方
地
区
特
別
支
援
学
校

職
業
教
育
展
〜
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
〜

時所

自衛官採用制度説明会
とき・ところ／
7 月 24 日（月）大仁庁舎　第 3会議室
7月 28 日（金）韮山時代劇場　研修室 2
7 月 29 日（土）あやめ会館　会議室
8月 4日（金） あやめ会館　会議室
時間は各回とも 13：00 ～ 17：00
内容／ 募集種目、資格、試験日、待遇

について
問 自衛隊三島募集案内所
☎ 055-989-9111

７
月
11
日（
火
）〜
７
月
20
日（
木
）は

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

「
安
全
を
つ
な
げ
て
広
げ
て

事
故
ゼ
ロ
へ
」

※
７
月
11
日
（
火
）
７
時
か
ら

　

早
朝
一
斉
街
頭
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

問 

市
役
所
地
域
づ
く
り
推
進
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

問

内他

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

夏
休
み
自
由
研
究
イ
ベ
ン
ト

▼
キ
ッ
チ
ン
火
山

７
月
30
日
（
日
）

　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

 

キ
ッ
チ
ン
に
あ
る
材
料
を
利
用
し

た
火
山
噴
火
の
実
験

小
学
校
中
学
年
〜
高
学
年　

20
人

▼
石
の
標
本
作
り

８
月
11
日
（
金
・
祝
）
10
時
〜
15
時

 

石
を
磨
い
て
世
界
に
一
つ
だ
け
の
石

の
標
本
作
り

小
学
校
中
学
年
〜
高
学
年　

10
人

▼
ジ
オ
ミ
ニ
ツ
ア
ー

８
月
20
日
（
日
）
９
時
〜
11
時
30
分

 

ジ
オ
リ
ア
見
学
と
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
案

内
で
修
善
寺
温
泉
周
辺
を
歩
く

20
人

【
共
通
】

 

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
「
ジ
オ
リ
ア
」（
伊
豆
市
修
善
寺
）

無
料

 

要
申
し
込
み
（
先
着
順
）、
詳
細
は

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

☎　

０
５
５
８
（
７
２
）
０
５
２
０

問

時内

他

対

料 所 時内対時内対

時所

７
月
27
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
30
分

韮
山
時
代
劇
場
２
階　

和
室

中
学
生　

10
人（
市
民
優
先
で
抽
選
）

無
料

平
賀
治
代
さ
ん

　
　

 （
生
涯
学
習
き
っ
か
け
作
り
塾
講
師
）

 

７
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

市
役
所
生
涯
学
習
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１

方問 対料講 時所



【
資
格
】　 

不
要
（
保
育
士
・
幼
・
小
・
中

学
校
免
許
が
あ
る
場
合
優
遇
）

65
歳
未
満
の
人　

10
人
程
度

 

７
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）の
間

に
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
当

日
必
着
）
で
申
し
込
み

 

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
な
し

市
役
所
学
校
教
育
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
５
３

25 2017.7.1 242017.7.1
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保健事業7 月の

問 市役所健康づくり課
☎ 055-949-6820

4 日
（火）

● 3カ月児相談（韮福保セ）
● 3歳児健診（韮福保セ）

5 日
（水）

● 2歳児健診（韮福保セ）

6 日
（木）

●のびのび広場（韮福保セ）
■胃・大腸・肺がん検診
　（大仁庁舎）

7 日
（金）

■胃・大腸・肺がん検診
　（韮福保セ）

11 日
（火）

●フッ素塗布（韮福保セ）
●１歳 6カ月児健診
　（韮福保セ）

13 日
（木）

■胃・大腸・肺がん検診
　（韮福保セ）

14 日
（金）

■胃・大腸・肺がん検診
　（アクシスかつらぎ）
●パパママ学級①
　（韮福保セ）

18 日
（火）

■胃・大腸・肺がん検診
　（大仁庁舎）

19 日
（水）

● 6カ月児相談（韮福保セ）

20 日
（木）

■胃・大腸・肺がん検診
　（韮福保セ）

21 日
（金）

■胃・大腸・肺がん検診
　（大仁庁舎）

22 日
（土）

■胃・大腸・肺がん検診
　（韮福保セ）

24 日
（月）

■胃・大腸・肺がん検診
　（韮福保セ）

25 日
（火）

●パパママ学級②
　（韮福保セ）

28 日
（金）

●フッ素塗布（韮福保セ）
■胃・大腸・肺がん検診
　（韮福保セ）

市が行う7月の保健事業のご案内

【会場表記の説明】
『韮福保セ』
＝　韮山福祉・保健センター

７
月
採
用
日
々
雇
用
職
員
募
集

放
課
後
児
童
教
室
児
童
厚
生
員

【
職
種
】　

放
課
後
児
童
教
室
児
童
厚
生
員

【
勤
務
先
】　

各
小
学
校
放
課
後
児
童
教
室

【
日
数
・
期
間
な
ど
】　

７
月
22
日（
土
）

　

 

〜
８
月
26
日（
土
）７
時
30
分
〜
18
時
30

分（
月
〜
土
）の
う
ち
５
時
間
以
内
／
日

　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
制

【
給
料
】　

９
９
１
円
／
時
（
有
資
格
者

　

１
，１
９
０
円
）
別
途
通
勤
手
当
支
給

対方他問

県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

10
月
18
日
（
水
）

静
岡
商
工
会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館

【
受
験
資
格
】　 

 20
歳
以
上
で
学
歴
に
応
じ

た
実
務
経
験
の
あ
る
人

【
受
験
料
】　　

４
，０
０
０
円

【
願
書
配
布
】　 

７
月
３
日
（
月
）
か
ら
市

役
所
下
水
道
課
で
配
布

 

 ７
月
18
日
（
火
）
〜
31
日
（
月
）

 

受
験
に
関
す
る
講
習
会
が
あ
り
ま

す
。（
参
加
は
任
意
）

　
　

 

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
下
水
道
総
務
課

☎　

０
５
４
（
２
５
１
）
２
８
７
０

期問 時所他

【
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室
】

８
月
８
日
（
火
）
〜
８
月
12
日
（
土
）

長
岡
温
水
プ
ー
ル　

サ
ン
ゆ
う

 

水
慣
れ
、
バ
タ
足
、
平
泳
ぎ
・
バ
タ

フ
ラ
イ
、
ク
ロ
ー
ル
（
呼
吸
あ
り
・

呼
吸
な
し
）
の
計
６
ク
ラ
ス

年
中
児
〜
高
校
生
（
先
着
順
）

会
員
５
，０
０
０
円
（
入
館
料
込
）

　
　

一
般
６
，０
０
０
円
（
入
館
料
込
）

 

参
加
料
持
参
の
う
え
プ
ー
ル
受
付

で
申
し
込
み
。

【
大
人
初
心
者
水
泳
教
室
】

 

７
月
５
日
（
水
）
〜
10
月
11
日
（
水
）

の
毎
週
水
曜
日　

９
時
〜
９
時
45
分

長
岡
温
水
プ
ー
ル　

サ
ン
ゆ
う

 

顔
つ
け
練
習
か
ら
12
・
５
ｍ
泳
げ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
が
目
標

所時内所 時内 対料

長
岡
温
水
プ
ー
ル　

サ
ン
ゆ
う

夏
の
水
泳
教
室
の
お
知
ら
せ

方

 11
月
25
日
（
土
）
13
時
〜
15
時
30
分

わ
た
し
の
主
張
発
表
大
会

高
校
生
の
発
表
作
品
募
集

第
13
回
市
民
文
化
祭

参
加
者
募
集

 
10
月
8
日
（
日
）、
９
日
（
月
・
祝
）

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

 

７
月
１
日（
土
）〜
20
日（
木
）の
９

時
〜
17
時
に
文
化
振
興
課（
韮
山
時

代
劇
場
）に
持
参（
20
日
の
み
12
時

ま
で
、
３
日
・
10
日
・
18
日
は
休
み
）

 

参
加
申
込
書
は
あ
や
め
会
館
、
韮
山

時
代
劇
場
、
韮
山
支
所
、
大
仁
く
ぬ

ぎ
会
館
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
文
化
振
興
課

☎　

０
５
５
（
９
４
９
）
８
６
０
０

時所方問 他

急
募
！

保
育
士　

臨
時
・
非
常
勤
職
員

【
職
種
】　

保
育
士

　

①
臨
時
職
員
・
ク
ラ
ス
担
任

　

②
非
常
勤
職
員
・
ク
ラ
ス
担
任
補
助

【
勤
務
先
】　

市
内
公
立
保
育
園

【
日
数
な
ど
】

　

①
７
時
間
45
分
／
日　

②
６
時
間
／
日

　

①
②
と
も
に
月
〜
土　

22
日
／
月

【
給
料
】　

①
９
，７
０
０
円
／
日

　
　
　
　

②
１
，１
９
０
円
／
時

【
資
格
】　

保
育
士
資
格

市
役
所
幼
児
教
育
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
４
７

問

募
集

伊
豆
の
国
創
業
塾

受
講
生
募
集

【
創
業
セ
ミ
ナ
ー
】

８
月
23
日
（
水
）、
28
日
（
月
）、

　
　

30
日
（
水
）
18
時
30
分
〜
21
時
30
分

【
個
別
相
談
会（
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
対
象
）】

９
月
８
日
（
金
）、
12
日
（
火
）

【
共
通
】

 

創
業
予
定
の
人
、
創
業
後
３
年
以
内

の
人　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

※ 
申
込
書
は
、
商
工
会
窓
口
、
商
工
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
農
業
商
工
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
商
工
会

☎　

０
５
５
（
９
４
９
）
３
０
９
０

FAX　

０
５
５
（
９
４
９
）
２
７
４
０

URL　

http://w
w
w
.izunokuni.org/

時問 時方

平
成
30
年
度
採
用

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
職
員
募
集

９
月
17
日
（
日
）、
19
日
（
火
）

　
　
（
Ｂ
日
程　

１
次
試
験
）

駿
東
伊
豆
消
防
本
部（
沼
津
市
寿
町
）

【
職
種
】　

消
防
官　

若
干
名

【
受
験
資
格
】

　

 

短
大
卒
業
ま
た
は
高
校
卒
業
以
上
（
卒

業
見
込
み
・
卒
業
に
よ
り
「
専
門
士
」

の
称
号
が
付
与
さ
れ
る
専
門
学
校
含

む
）
の
学
歴
が
あ
り
、
短
大
卒
業
の
場

合
は
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
、
高
校

卒
業
の
場
合
は
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
日
本
国
籍
が
あ
り
、
健
康
で
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該

当
し
な
い
人
（
大
学
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

時所

３
，２
４
０
円
（
入
館
料
別
）

プ
ー
ル
受
付
で
事
前
予
約

長
岡
温
水
プ
ー
ル　

サ
ン
ゆ
う

☎　

０
５
５
（
９
４
７
）
０
１
７
６

問方料 時

韮
山
時
代
劇
場　

大
ホ
ー
ル

市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生　

３
人

　
　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
抜
）

  

作
品
規
定 

　

①
テ
ー
マ
自
由

　

②
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
程
度

　
　
（
手
書
き
・
印
字
い
ず
れ
も
可
）

９
月
29
日
（
金
）
必
着

※ 

詳
細
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
生
涯
学
習
課

☎　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１

対問 期

　伊豆の国市とモンゴル国ウランバートル市ソン
ギノハイラハン区は、おととし都市交流に関する
覚書を交わしました。また、2020 年に開催される
東京オリンピック・パラリンピックでは、モンゴ
ル国柔道代表選手が伊豆の国市で事前合宿を行い
ます。より身近な国となるモンゴル国へ、市民訪
問団として一緒に参加しませんか。

期間／ 8月7日（月）～ 12日（土）
募集人員／ 10人程度
応募締切／ 7月 12日（水）
旅行代金／ 1人 212,000 円
　　　　　（6日間、ホテル2人一室の場合）
※ このほか、現地空港税など必要な費用が別途かかりま
す。費用や申込方法などの詳細は、直接問い合わせい
ただくか、市ホームページをご覧ください。

問 伊豆の国市友好都市交流協会
　 （市役所政策戦略課内）
☎ 055-948-1415

暮らしなんでも相談
～ライフサポートセンター東部～

　暮らしの中の悩みごとについての相
談を受け付けています。
 原則無料。専門家に相談する際は
場合により有料。
ライフサポートセンター東部

　 （総合受付ダイヤル）
☎ 055-922-3715
　 （月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：00）

問

料

 
申
込
書
に
必
要
事
項
を
自
署
し
、
７

月
18
日（
火
）〜
８
月
７
日（
月
）の

間
に
持
参
ま
た
は
郵
送（
消
印
有
効
）

で
申
し
込
み

※ 

申
込
書
は
７
月
10
日（
月
）以
降
管
内

各
消
防
署
、
郵
送
請
求
に
よ
り
配
付

※
詳
細
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
総
務
課

☎　

０
５
５
（
９
２
０
）
９
１
０
０

方問

所対



 

平
日
13
時
〜
17
時
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

☎　

０
５
５
８
（
７
６
）
６
８
２
０

262017.7.127 2017.7.1

B Xお し ら せ 情 報 O

土曜開館日

すみれひろば（四日町 234-1）
☎ 055-949-0823
たんぽぽひろば（三福 295-1）
☎ 0558-76-6006

問  市役所保健福祉・こども・
　 子育て相談センター
☎ 0558-76-8008

7 月

振替休館日
土曜開館の翌月曜日は

休館となります

    1 日（土）・15 日（土）
    8 日（土）・22 日（土）

  9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

開館時間

   3 日（月）
 10 日（月）・24 日（月）

5日（水）

6日（木）

7日（金）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

14日（金）

19日（水）

25日（火）

28日（金）

誕生日会

10：30 ～ 11：00
7 月生まれ、要予約

おはなし会
10：30 ～ 10：45

おはなし会
11：00 ～ 11：20

制作（七夕飾り）
10：00 ～ 11：15

誕生日会

10：30 ～ 10：50
7 月生まれ、要予約

身体測定

花火教室
10：30 ～ 11：15

身体測定

七夕
10：30 ～ 11：00

発達相談
10：00 ～ 11：30

制作（七夕飾り）
10：00 ～ 11：15

親子体操
10：15 ～ 11：15

リズムあそび
10：30 ～ 11：00

七夕の集い
10：45 ～ 11：15

水あそび開始
9：30 ～ 11：00
水あそび開始
9：30 ～ 11：00

【
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
窓
口
】

　

事
業
経
営
や
創
業
（
起
業
）
に
つ
い
て

の
疑
問
に
専
門
家
が
答
え
ま
す
。

①
毎
月
第
４
水
曜
日　

９
時
〜
17
時

　

※
②
毎
月
第
３
木
曜
日　

９
時
〜
12
時

 

①
市
商
工
会
本
所

　

※
②
市
役
所
大
仁
庁
舎

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
創
業
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
】

　

新
規
起
業
者
、創
業
者
支
援
窓
口
で
す
。

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
17
時

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

市
役
所
農
業
商
工
課
（
大
仁
庁
舎
）

【
共
通
】要

事
前
申
し
込
み
。

　
　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
・
創
業
の

お
悩
み
相
談
窓
口

時時所他 所

問

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

無
料
弁
護
士
相
談

 

７
月
12
日
（
水
）、９
月
13
日
（
水
）、

11
月
８
日
（
水
）、１
月
10
日
（
水
）、

３
月
14
日
（
水
）

　
　

各
日
と
も
13
時
〜
17
時（
一
人
30
分
）

 

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
東
部
支
所
（
沼
津
市
大
手
町
）

養
育
費
、
親
権
、
慰
謝
料
な
ど

 

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
、
離
婚
を
考
え

て
い
る
人

電
話
で
申
し
込
み
（
要
予
約
）

 

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー

☎　

０
５
４
（
２
５
４
）
１
１
９
１

時所対方問 内

相
談

と
き　

 

７
月
27
日
（
木
）、８
月
10
日
（
木
）

　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
９
時
10
分
〜
）

と
こ
ろ　

 

韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

○
栄
養
士
の
話

○
調
理
（
旬
の
食
材
を
使
っ
た
朝
ご
飯
）

　

 （
ご
は
ん
、
み
そ
汁
、
さ
け
の
レ
モ
ン

風
味
焼
き
、
野
菜
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
あ
え
）

※ 

食
材
の
都
合
に
よ
り
献
立
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

　

 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生
と
保
護
者

　

各
回
と
も
12
組
（
市
民
の
み
、先
着
順
）

※
調
理
で
包
丁
を
使
い
ま
す
。

参
加
料　

１
人
２
５
０
円

持
ち
物

　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、
室

内
履
き
シ
ュ
ー
ズ
（
子
ど
も
の
み
）

申
し
込
み
方
法

　

 

７
月
６
日
（
木
）
〜
７
月
24
日
（
月
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
ワ
ク
・
モ
リ
モ
リ
料
理
教
室

と
き　

 

７
月
21
日
（
金
）、８
月
17
日
（
木
）

　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
９
時
10
分
〜
）

と
こ
ろ　

 

韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

○
栄
養
士
の
話

○
調
理

　

 （
す
り
お
ろ
し
に
ん
じ
ん
の
ケ
チ
ャ
ッ

プ
ラ
イ
ス
、
国こ

く
し
ょ
う
じ
る

清
汁
、
オ
ク
ラ
の
肉
巻

き
、ザ
ク
ザ
ク
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、果
物
）

※ 

食
材
の
都
合
に
よ
り
献
立
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

　

 

３
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

各
回
と
も
12
組
（
市
民
の
み
、先
着
順
）

※
調
理
で
包
丁
を
使
い
ま
す
。

参
加
料　

１
人
２
５
０
円

持
ち
物

　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、
室

内
履
き
シ
ュ
ー
ズ
（
子
ど
も
の
み
）

申
し
込
み
方
法

　

 

７
月
６
日
（
木
）
〜
７
月
24
日
（
月
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幼
児
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　

　
　
　

問
市
役
所
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

　

児
童
・
生
徒
な
ど
の
生
涯
学
習
や
余
暇

活
動
の
機
会
と
し
て
「
東
特
ク
ラ
ブ
」
を

行
い
ま
す
。
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

東
特
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

【
任
期
】　

12
月
１
日
か
ら
２
年
間

県
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

　
　

４
人
以
内
（
書
類
・
面
接
選
考
）

７
月
１
日
（
土
）
〜
31
日
（
月
）

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
課

☎　

０
５
４
（
２
２
１
）
２
８
２
４

問 県
男
女
共
同
参
画
会
議
委
員

対期

 
申
請
書
類
を
持
参
し
て
申
し
込
み

７
月
10
日
（
月
）
〜
24
日
（
月
）

市
役
所
長
寿
福
祉
課

☎　

０
５
５
８
（
７
６
）
８
０
１
１

期方

　

７
月
１
日
と
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
「
介
護
手
当
」
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
（
１
回
あ
た
り
）】

　

通
常　

３
０
，０
０
０
円

　

 

要
介
護
３
・
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
人　

６
０
，０
０
０
円

 

基
準
日
前
６
カ
月
以
上
、
要
介
護
者

と
同
居
中
の
生
計
同
一
の
介
護
者

※ 

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
７
月
初
旬
に

通
知
を
発
送
し
ま
す
。

申
請
書
、
介
護
者
印
、
振
込
先
通
帳

介
護
手
当
支
給
の
お
知
ら
せ

対持

問

そ
の
他

【
追
加
日
程
（
要
事
前
予
約
）】

　

①
７
月
８
日
（
土
）

　

 　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
、
特
定
健
診

　

②
７
月
19
日
（
水
）

　

 　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

　

③
７
月
27
日
（
木
）

　

 　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
、
特
定
健
診

【
実
施
場
所
】
伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
検
診　

別
館

特
定
健
診　

健
診
棟
４
階
健
診
セ
ン
タ
ー

追
加
健
診
の
お
知
ら
せ

方

市
役
所
農
業
商
工
課

☎　

０
５
５
８
（
７
６
）
８
０
０
３

に
遊
ん
だ
り
、
工
作
し
た
り
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

８
月
３
日
（
木
）

　
　

９
時
15
分
〜
11
時
30
分

東
部
特
別
支
援
学
校

中
学
生
以
上

 

７
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
立
東
部
特
別
支
援
学
校

☎　

０
５
５
（
９
４
９
）
２
３
０
９

時所対方問
 

８
月
19
日（
土
）（
予
備
日
26
日（
土
））

　
　

９
時
〜
12
時
（
受
付
８
時
30
分
）

韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

多
目
的
広
場

小
学
生
以
上

無
料

飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

８
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み

※
詳
細
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

伊
豆
の
国
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟
事
務
局

☎　

０
５
５
（
９
４
９
）
５
６
３
６

時問 所対料 夏
休
み
親
子
ペ
タ
ン
ク
教
室

持方

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
に
合
わ
せ
、
市
内
小
中
学
生

か
ら
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　

７
月
31
日（
月
）ま
で

ア
ピ
タ
大
仁
店

市
役
所
社
会
福
祉
課

☎　

０
５
５
８
（
７
６
）
８
０
３
６

問

７
月
は
強
化
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

所

問
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　6月6日　モンゴルのおやつ作りの家庭教育講座

会話しながらモンゴルのおやつ作り

　子育て中の人を対象とした家庭教育講座「教え

て！モンゴルの子育てとおやつ作り」をあやめ会館

で開催しました。

　講師のサロール国際交流員と参加者たちは、料理

のことなどについて会話を交えながらモンゴルのお

やつ「ボールツォグ」とスープ「バンタン」を作り、

出来上がった料理を子どもたちと試食しました。

サロール国際交流員と参加者で会話しながら料理▶

　6月17日　ホタル観賞会＆流しそうめんが開催

そうめんとホタルで浮橋を満喫

　浮橋まちづくり実行委員会主催の「ホタル観賞会

＆流しそうめん」が、浮橋公民館で開催されました。

　流しそうめんは今年もそうめんを茹でるのが追い

つかずに“休憩”が入るほどの盛況ぶり。参加者た

ちは浮橋産の小麦を使ったそうめんを味わい、周り

が暗くなると場所を移動してホタルを鑑賞。浮橋地

区の自然を満喫した様子でした。

　5月 24 日～ 26 日　大仁中生徒が職場体験

苦労を知り、やりがいを感じる

　大仁中の 2 年生が、市内外の 75 事業所で職場

体験を行いました。

　働く苦労を知る一方で、仕事の大切さややりがい

を感じた生徒たちからは、真剣な表情と笑顔が多く

見られました。

　6月 12 日　教育長　内山隆昭氏の就任式

“ 伊豆の国の教育 ”を担う

　市の教育行政を担う教育長に、内山隆昭氏（下畑）

が就任しました。

　市長から任命を受けた内山氏は、その後行われた

就任式で「市の子どもたち、市民のため、皆さんの

協力をいただきながら頑張っていきたい」と抱負を

語りました。

　また、5 月 18 日には新たに小池陽子氏（四日町）

を教育委員に選任しました。

　6月13日　長岡北小児童が道路工事の現場を見学
開通前の橋の上でお絵描き

　長岡北小の 4 年生 34 人が、県と県道路公社が

進める伊豆中央道の工事現場を見学しました。この

見学会は 2 月に続く実施で、道路などの土木施設

に親しみを持ってもらうことが目的です。

　児童たちは、コンクリート橋の上で工事現場を見

学し、橋面上にマジックやクレヨンで好きなものや

将来の夢の絵を描きました。

◀描いた絵の前で記念撮影

　6月1日～7日　水道週間で各種活動を実施

水道への理解と関心を深める

　6 月 1 日～ 7 日の水道週間にあわせて、市内で

各種活動を実施。市上下水道協同組合の組合員はボ

ランティアで、市職員とともに市内水道施設の草刈

りを行いました。

　長岡南小の 4 年生は社会科見学で天野浄水場を

見学。「自分たちが使っている水」が水道から出て

くるまでの工程を学びながら、普段は入れない施設

を興味深そうに見学していました。

◀多くの人が訪れた流しそうめんの様子

就任式で抱負を述べる内山
氏（右）、内山氏を教育長
に任命（左上）、小池氏を
教育委員に選任（左下）

▲草刈りをする組合員
◀水源をのぞき込む児童

①韮山反射炉ガイダンスセンターで
パンフレット配布（市世界遺産課）　
②放水訓練（田方中消防署）　③園児
とのふれあい（田京幼稚園）　④記者
になって市長を取材（伊豆日日新聞）
※かっこ内は体験先の事業所

③

①

②

④

　6月 15 日　大仁小で「夢の教室」を開催

「夢」を持つことの大切さを学ぶ

　協力することや夢を持つことの大切さ、失敗を乗

り越えて努力しようとする意識や態度を学ぶ「夢の

教室」を、大仁小 5 年生を対象に行いました。現

役武術太極拳選手の市
い ち き ざ き

来崎大
だ い す け

祐さんを「夢先生」と

して迎え、体を動かしながら学ぶゲームと夢につい

て考えるトークを行いました。「夢の教室」は、市

内の全小学校で 5 年生を対象に行われる予定です。

体を動かしながら楽しく学ぶ「ゲームの時間」▶
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イ
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で
し
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ホ
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ル
も
見
る
こ
と

たくさんのお便り、ありがとうございました。
引き続き、皆さんからのお便りお待ちしています。

編集後記
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ま
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「
声
の
仕
事
」に
興
味
が
あ

り
、
ラ
ジ
オ
局
を
選
ん
だ
と
い

う
２
人
。「
人
生
で
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番
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か
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い
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１
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か
な
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の
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と
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緊
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り
も
楽
し
さ
が
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っ
た
よ
う
で
し
た
。

毎月、正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレゼント！
下の応募方法をご覧のうえ、ご応募ください。
　【応募方法】
　①クイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、
　②広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え
　　 （必須）、7月 13 日（木）までに下記へ郵送またはメール
でご応募ください。ご意見などは、広報で紹介させてい
ただく場合があります。

【あて先】〒410‐2292　長岡 340‐1
　　　　　　伊豆の国市役所市長公室
【メール】info@city.izunokuni.shizuoka.jp
【先月の答え】「 伊豆の国市郷土資料館
　　　　　　（いずのくにしきょうどしりょうかん）」
　　　　　　正解者は 23 ／ 23 人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】
井関湛江、水谷恭子、矢田浩、渡辺美津子、和田多恵子
＊当選者へのプレゼントは、7月末ごろ発送予定です。

当選には

①と②が

必要です

市内ごみの排出量
平成29年5月１日～31日

※（　）内は昨年比　単位：ｔ

燃やせるごみ 1,184 （+36）
資源ごみ 373 （+11）
埋め立てごみ 20 （-1）
合計 1,577 （+46）

市民一人当たり 1,141.4 ｇ

▼
い
く
つ
に
な
っ
て
も
苦

手
な
「
夏
」
。
毎
日
太
陽
に

元
気
を
吸
わ
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Ｑ
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お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

ヒントは広報紙の中に。

全部読めばわかるかも。

答え○○○○○○○○○○○○○

食中毒にご用心！
問 市役所健康づくり課　☎ 055-949-6820

　気温や湿度が高い季節になりました。特に夏季は食
品が傷みやすく、取り扱いに注意が必要な季節です。

【原因】主として細菌、ウイルス
【症状】腹痛や下痢、嘔

お う と

吐、めまい、発熱など
【対処】下痢などで失われた水分の補給。医療機関での手当て
※ 下痢は、有害な細菌、ウィルスや毒素を体外へ排出する正常な反
応です。症状が激しいときは、自己判断で薬を使わず医師の診断
を受けましょう。特に子どもや高齢者、体が弱っている人は、早
めの受診が大切です。

　　　　細菌による食中毒予防の三原則

　「つけない」「増やさない」「やっつける」　
　　　　つけない…適切な手洗い、調理器具の洗浄
　　　　増やさない…食品の冷凍・冷蔵などによる温度管理
　　　　やっつける…加熱調理

問 市役所環境政策課
☎ 0558-76-8002

ゆずります

ゆずってください

不用品活用バンク
　不用品活用バンクに登録すれば、
「ゆずってほしい」「ゆずりたい」
人を探します。

ランドセル（黒・赤）
電動折りたたみベッド
薬師丸ひろ子 CDセット
毛糸
冷蔵庫
乗馬マシン

自転車
ドレッサー
エアロバイク
扇風機
楽生保育園・寿光幼稚園
　赤ジャージ／白シャツ
スチームアイロン

※すべて無料での譲渡となります。

問 市役所水道課　☎ 055-948-2911

とき／ 7 月中旬～平成 30年 2月下旬
対象／ 市内全域（民営簡易水道地域を除く）の平成

30年 8月までに使用期間満了となる水道メーター
交換業者／市上下水道協同組合（市内水道工事指定業者）
※作業員は腕章をつけています。

水道メーター交換（20 ～ 30 分断水します）

　市では、漏水による道路陥没などの二次災害を未然に防止
するため、給配水管の漏水調査を実施しています。
とき／平成 30年 3月下旬まで
対象／ 韮山地区（民営簡易水道地域を除く）
調査業者／ヴェオリア・ジェネッツ（株）
※ 調査員は「漏水調査員」の腕章、会社指定の作業服を着用し、
水道課発行の身分証明書を携帯しています。

漏水調査

富士山マイカー規制のお知らせ
　規制期間中はマイカーの通行ができません。乗換駐車場（駐
車料 1台 1,000 円）から、有料のシャトルバス・タクシーをご
利用ください。
▶富士宮口（富士山スカイライン）
　7月 10 日（月）9：00 ～ 9月 10 日（日）18：00（63 日間連続）
▶須走口（ふじあざみライン）
　7月 10 日（月）12：00 ～ 9月 10 日（日）12：00（63 日間連続）
問 静岡県道路企画課　☎ 054-221-3014
URL　http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-210/fujisan/

第 21回県すこやか長寿祭美術展

作品募集
　出品された作品はすべて、平成
30 年 1 月に県立美術館で展示さ
れます。
【出品規定】
　 県内在住で昭和 34年 4月 1日
以前生まれのアマチュアの人が
創作した未発表作品

【部門・点数】
　 日本画・洋画・彫刻・工芸・書・
写真（1人 1部門につき 1点ま
で、複数部門の出品可）

【出品料】2,000 円
【申し込み期限】10 月 31 日（火）
※ 申し込み方法などの詳細は直接
問い合わせください。
問 （公財）しずおか健康長寿財団
☎ 054-253-4221

市の人口
平成29年6月１日現在
※（　）内は先月比　単位：人

住民登録人口 49,345 （-2）
世帯 21,039 （+6）

男：23,805（+13）女：25,540（-15）

市内交通事故発生状況
平成29年5月１日～31日

件数 負傷者数
人身事故 33 （0） 38 （-8）
うち高齢者 12 （-2） 7 （-1）
大仁警察署調べ

※（　）内は昨年比　単位：件・人
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